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■概要（背景・目的・内容）

■応用・将来展望
認知過程の統計的特性に関連して、人間が如何に多様性を認知するかを、基本メカニズムから、発達的、文化的側面にまで拡張
することを計画している。

■活動実績
・最高裁判所、 家庭裁判所調査官試験委員会、 委員等・その他 (政府・公共機関 )、 2012.10-
・石口　彰、 「制御不能イベントと認知行動」、 2012
・「制御不能イベントと認知行動」、 2011
・「制御不能イベントと認知行動」、 2013
・「制御不能イベントと認知行動」、 2014
・基礎心理学研究（日本基礎心理学会）、 委員、 2009.04-
・日本基礎心理学会、 理事、 1999.04-
・認知科学（日本認知科学会）、 委員、 2010.06-
・基礎心理学研究（日本基礎心理学会）、 その他、 2012.04-
・日本心理学会、 その他、 1997.06-2013.05
・日本基礎心理学会、 理事、 1999.04-
・日本基礎心理学会、 編集委員、 2009.04.01-
・日本基礎心理学会、 常任編集委員、 2012.04-

.

・(日本語 )、 石口　彰、 ３章　推論、 『認知心理学演習：　言語と思考』、 オーム社、 2012.04
・(日本語 )、 石口　彰、 ２章　問題解決、 『認知心理学演習：　言語と思考』、 オーム社、 2012.04
・(日本語 )、 石口　彰、 ５章　認知行動とベイズ推論、 『認知心理学演習：日常生活と認知行動』、 オーム社、 2012.02
・(日本語 )、 『認知心理学演習：視覚と記憶』、 オーム社、 2012.01
・TOKITA Midori, ISHIGUCHI Akira、 「Behavioral evidence for format-dependent process in approximate numerosity representation」、
Psychonomic Bulletin & Review、 2012.02
・TOKITA Midori, ISHIGUCHI Akira、 「Temporal information affects the performance of numerosity discrimination: Behavioral evidence
for a shared system for numerosity and temporal processing」、 Psychonomic Bulletin & Review、 2011.06
・(英語 )、 TOKITA Midori, ISHIGUCHI AKira、 「 Is approximate numerical judgment truly modality-independent?: Visual, auditory, and
cross-modal comparison.」、 Attention, Perception, & Psychophysics 、 75巻、、1852-1866頁、 2013
・(英語 )、 TOKITA Midori, ISHIGUCHI Akira、 「Effects of perceptual variables on numerosity comparison in 5-6-year-olds and adults.」、
Frontiers in Psychology、 4巻、431号、1-11頁、 2013
・( 英語 )、 TOKITA Midori, ISHIGUCHI Akira、 「Comparing global and limited sampling strategies in size-averaging a set of items.」、
Proceedings of the 36th Annual Conference of the Cognitive Science Society、 75巻、、1604-1609頁、 2014.07

認知過程の統計的特性

石口　彰 / ISHIGUCHI, Akira

文教育学部人間社会科学科
■専 門 分 野　実験心理学
■キーワード　認知、計算、情報
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	日本語学
	日本語学


	<表の行>
	　みどり / TAKASAKI, Midori 
	　みどり / TAKASAKI, Midori
	理事・副学長
	■専 門 分 野　 日本語学
	■キーワード　 日本語学（現代語の文章・文体）


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	あらゆる日本語表現が研究対象です。たとえば、村上春樹、新聞記 事、ケータイメール、ブログ、ネット広告、日常会話から、「春はあ けぼ...
	■応用・将来展望
	・ことばとジェンダー ・日本語のテクスト分析 ・大正時代の外来語の研究 ・オノマトペの共同研究
	■活動実績
	・「文体から読む文学作品」（放送大学面接授業）2015 ・「大正期の外来語受容―100年前のﾒグローバリゼーションﾓとい う観点から―」（...
	.
	・高崎みどり「食に関する日本語テクスト中におけるオノマトペの振る舞いについて」『ヨーロッパ日本語教育19　第18回ヨー ロッパ日本語...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	中・近世西欧における書簡とコミュニケーション−行政・ 法・宗教そして社会
	中・近世西欧における書簡とコミュニケーション−行政・ 法・宗教そして社会


	<表の行>
	新井　由紀夫 / ARAI, Yukio 
	新井　由紀夫 / ARAI, Yukio
	文教育学部人文科学科
	■専 門 分 野　 西洋史学, 西洋史
	■キーワード　 中世イギリス史、史料論、ジェントリ、社会的結びつき、家系文書史料群, イギリス中世史


	<表の行>
	arai.yukio@ocha.ac.jp 
	arai.yukio@ocha.ac.jp
	http://www.li.ocha.ac.jp/hum/history/teacher/arai/index.html




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	　ラングレィ家の家令会計記録（The National Archives, Public Record Office, E101/516/9）全18葉からなる記録（イギリス国立文 書館所...
	■応用・将来展望
	キャサリン・ラングレィというロンドン豪商出身でジェントリに嫁ぎ未亡人になった女性とラングレィ家に関する史料（彼女の 遺言書や彼女...
	■活動実績
	・イギリス史研究会、 運営委員、 2013.04.01- ・史學會、 編集委員、 2013.05.01-
	.
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	室町幕府の地域支配
	室町幕府の地域支配


	<表の行>
	大薮　海 / OYABU, Umi 
	大薮　海 / OYABU, Umi
	文教育学部人文科学科
	■専 門 分 野　 日本史
	■キーワード　 日本中世史、守護、官位、国司、北畠氏、興福寺


	<表の行>
	http://www.li.ocha.ac.jp/hum/history/teacher/ooyabu/index.html



	.
	■概要（背景・目的・内容）
	<グラフィック>権力による支配の構造解明に取り組んでいます。朝廷や幕府といった中 央権力に限定せず、地域権力も検討の対象としており、中央と地域と...
	■応用・将来展望
	今後は、対象と時期を拡大することにより中世社会の特質を明らかにす るとともに、隣接他時代との比較も試みたいと考えています。 また、一般的にはイメージを描きにくい室町時代について、権力という 視点から、公開講座などで解説を行うこともできます。
	■活動実績
	・古文書から読み解く中世、 武蔵野大学社会連携センター、 2015.08 ・古文書から読み解く中世―室町・戦国―、 武蔵野大学社会連携セン ...
	.
	・(日本語)、 大薮　海、 『室町幕府と地域権力』、 吉川弘文館、2013.12 ・(日本語)、 大薮　海、 「中世後期の地域支配―幕府・守護・知行主―」、『歴史学研究』、911号、46-55頁、2013.10
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	日本近世の芸能文化に関する研究
	日本近世の芸能文化に関する研究


	<表の行>
	神田　由築 / KANDA, Yutsuki 
	神田　由築 / KANDA, Yutsuki
	文教育学部人文科学科
	■専 門 分 野　 日本近世史
	■キーワード　 近世、都市、芸能、文化、地域


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	日本の芸能文化の歴史のなかで、とりわけ19世紀の近世から近代への移行期は、いわゆる今日の伝統芸能なるものの「伝統」 性が形成された...
	■応用・将来展望
	文化史の研究には、通時的に事象を見通すマクロな視点と、一つ一つの事実を確定するミクロな視点が不可欠である。今後も基 本的にはこの...
	■活動実績
	1ÅD2011îNìxÅ`2014îNìxÅ@â»å§äÓî’å§ãÜÅiB)Åuãﬂê¢Å`ãﬂë„ì˙ñ{Ç…Ç®ÇØÇÈóVäfé-âÔÇÃî‰äróﬁå^éjå§ãÜÅvÅiå§ãÜï™íSé“Åj 2ÅD2011îNìxÅ`2015îNìxÅ@â...
	.
	1.Åuãﬂê¢ÅuéÅãèí¨ÅvÇÃé-âÔÅÅãÛä‘ç\ë¢ÅvÅAíPíòÅAÅwìåãûëÂäwì˙ñ{éjäwå§ãÜéºãIóvÅ@ï ç˚Å@ãﬂê¢é-âÔéjò_ëpÅxÅAç¸ì«ñ³ÅA19-37ïÅÅA2013îN4åé 2.ç...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	東日本大震災による福島県の中心性と圏域の変容に関する地 理学的研究
	東日本大震災による福島県の中心性と圏域の変容に関する地 理学的研究


	<表の行>
	水野　勲 / MIZUNO, Isao 
	水野　勲 / MIZUNO, Isao
	文教育学部人文科学科
	■専 門 分 野　 数理地理学、経済地理学
	■キーワード　 数理地理学、経済地理学


	<表の行>
	mizuno.isao@cc.ocha.ac.jp 
	mizuno.isao@cc.ocha.ac.jp
	http://info.pr.ocha.ac.jp/staff/detail.asp?staff=78927827




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	■応用・将来展望
	■活動実績
	・「東日本大震災前後の福島県内における中心性と圏域の変容に関する研究」、 2013 ・水野　勲、 「地図と匿名性に関する地理学研究」、 2011
	.
	・(英語)、 MIZUNO Isao、 「Politics of space by place names in an uncertain world: Scales of geography and situation after "Fuku...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	「社会保障の地理学」による地域ケアシステム構築のための研究
	「社会保障の地理学」による地域ケアシステム構築のための研究


	<表の行>
	宮澤　仁 / MIYAZAWA, Hitoshi 
	宮澤　仁 / MIYAZAWA, Hitoshi
	文教育学部人文科学科
	■専 門 分 野　 地理学
	■キーワード　 少子高齢化社会、地域ケア、社会保障、地域計画、地理情報システム(GIS)


	<表の行>
	http://www.cf.ocha.ac.jp/goss/goss.html



	.
	■概要（背景・目的・内容）
	超少子高齢化への対応は、わが国喫緊の政策課題であり、世界的にも大きな注目を集めている。日本の社会保障制度改革では、 これまでその...
	■応用・将来展望
	1. êlï¶ínóùäwÇ…Ç®ÇØÇÈé-âÔï¤è·å§ãÜÇðìùçáÇ·ÇÈÇÆÇÆÇ‡Ç…ÅAëSçëï™êÕÇÆì¡íËínàÊÇÃéñó·å§ãÜÇ©ÇÁìæÇÁÇÍÇ½ê¨â ÇðëgÇ›çáÇÌÇ¹ÇÈÇ±ÇÆ ÇÅÅAé-âÔï¤è·...
	■活動実績
	日本地理学会の大会にあわせて年度ごとに研究会を２回開催し、成果報告・議論を行っている。2015年度の主な活動実績とし ては、国内の自治体を対象に『自治体による地域包括ケアシステム構築に関わるアンケート調査』を実施した。
	.
	・Miyazawa, H. 2015. Establishment of small-scale multifunctional in-home nursing care and facility locations: The case of Naga
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	倫理と心理と宗教の接点を探る
	倫理と心理と宗教の接点を探る


	<表の行>
	宮下　聡子 / MIYASHITA, Satoko 
	宮下　聡子 / MIYASHITA, Satoko
	文教育学部人文科学科
	■専 門 分 野　 倫理学
	■キーワード　 倫理学、宗教的倫理、ユング、悪の問題、道徳教育、宗教的情操教育


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	　倫理と心理と宗教の接点を探るという研究テーマのもと、人間のあり方について、人間の内面および超越的次元との関わりに おいて考察し...
	■応用・将来展望
	　倫理と心理と宗教の接点を探るという研究テーマをさらに究めるべく、一方で研究対象を広げ、たとえばフロイト、アドラー、 アウグステ...
	■活動実績
	・比較思想学会評議員（2016年度〜） ・日本宗教学会第74回学術大会（創価大学、2015年9月4日〜6日開催） ○個人発表「ユングにおける神...
	.
	・宮下聡子『ユングにおける悪と宗教的倫理』教文館、2009年11月、全259頁。 ・宮下聡子「道徳教育への宗教的情操教育の貢献可能性――ユ...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	選言と連言の作用域の研究
	選言と連言の作用域の研究


	<表の行>
	伊藤　さとみ / ITO, Satomi 
	伊藤　さとみ / ITO, Satomi
	文教育学部言語文化学科
	■専 門 分 野　 意味論
	■キーワード　 言語学、形式意味論、中国語


	<表の行>
	ito.satomi@ocha.ac.jp 
	ito.satomi@ocha.ac.jp




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	本研究は、通言語的に見られる選言と連言の交替現象を調査し、疑問文脈中の選言に対する新しい論理形式を考案したものであ る。論理学で...
	■応用・将来展望
	1. ólÅXÇ»åæåÍÇ…Ç®ÇØÇÈëIåæê⁄ë±éåÇÃí²ç¸Çðí ÇµÇƒÅAëIëðã^ñ‚ï¶ÇÃå§ãÜÇðî�ìWÇ³Ç¹ÅAïÅï’ìIÇ»óùò_Çðç\ízÇ·ÇÈÅB 2. ã^ñ‚ï¶Ç…åªÇÍÇÈï¶ññèïéåÇÃå§ãÜÇðí ÇµÇƒÅAã^ñ‚ï¶ÇÃà”ñ°ò_Ç…Ç¬Ç¢ÇƒÇÃçlé@Çðê[ÇﬂÅAëIëðã^ñ‚ï¶ÇÃà”ñ°ò_ÇÆêÆçáê´ÇÃÇ†ÇÈà”ñ°ò_ Çðç\ízÇ·ÇÈÅB
	■活動実績
	・日本中国語学会2013年度第３回関東支部例会、 会場の提供、発表者の依頼、 お茶の水女子大学、 2013.12 ・「選言と連言の作用域の研究」、 2014 ・「選言と連言の作用域の研究」、 2013 ・「選言と連言の作用域の研究」、 2011
	.
	・伊藤さとみ、 「現代中国語におけるﾒ還是ﾓとﾒ或者ﾓの交替現象」、 お茶の水女子大学中国文学会報、 ３３巻、、１-１９頁、 2014.04 ・...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	中世期・近世期日本語資料に基づく日本語史の再構築
	中世期・近世期日本語資料に基づく日本語史の再構築


	<表の行>
	竹村　明日香 / TAKEMURA, Asuka 
	竹村　明日香 / TAKEMURA, Asuka
	文教育学部言語文化学科
	■専 門 分 野　 日本語学
	■キーワード　 日本語学、音韻史、キリシタン資料、方言


	<表の行>
	takemura.asuka@ocha.ac.jp 
	takemura.asuka@ocha.ac.jp




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	中世のキリシタン資料や近世の方言資料（京阪方言や九州方言）を主に用いて、日本語史の再構築を行っている。特に音韻や語 彙を中心に考...
	■応用・将来展望
	キリシタン資料の音韻研究では、当該資料での解釈を提示するだけに止まらず、「他資料・他の時代でもこれらの音韻現象が確 認できるか」...
	■活動実績
	・竹村明日香「上方落語を用いた近現代京阪方言の総合的研究」（2016-2017年度科学費【基金】若手研究（B）） ・竹村明日香「ローマ字本...
	.
	・竹村明日香「『上方はなし』コーパスを通してみる京阪方言語彙−近世上方語及びナラン・イカン・アカンの諸相−」『国語語 彙史の研究...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	言語記号と視覚イメージ（図像、映像など）のそれぞれの機 能の比較対照
	言語記号と視覚イメージ（図像、映像など）のそれぞれの機 能の比較対照


	<表の行>
	中村　俊直 / NAKAMURA, Toshinao 
	中村　俊直 / NAKAMURA, Toshinao
	文教育学部言語文化学科
	■専 門 分 野　 フランス文学・文化
	■キーワード　 言語記号、視覚イメージ、記号論、詩学


	<表の行>
	nakamura.toshinao@ocha.ac.jp 
	nakamura.toshinao@ocha.ac.jp




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	■応用・将来展望
	言語記号と視覚イメージの両者の機能を総合的に比較考察する。文化史、社会学、記号論、詩学、美術批評、文学批評、情報伝 達論などの多...
	■活動実績
	.
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	教育哲学
	教育哲学


	<表の行>
	池田 全之 / IKEDA, Takeyuki 
	池田 全之 / IKEDA, Takeyuki
	文教育学部人間社会科学科
	■専 門 分 野　 人間形成論
	■キーワード　 教育学、教育哲学


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	道徳教育のあり方、西洋の人間形成論について基礎的知見を提供できる。
	■応用・将来展望
	現在は、スピノザの思想を中心に、ヨーロッパ近代思想が確立した17世紀の哲学テキストを人間形成論的見地から読解してい る。これによって、われわれが通常抱いている価値観や人間観がどのように形成されてきたのかを理愛できるはずである。
	■活動実績
	「いのちの尊厳」教育と人権教育の実践における交差関係に関する国際比較研究」、 2014 
	.
	õîîníBóY,âìì°çFïv,è¨ã óºéq,ìnÁ²ó²êM,írìcëSîV,ç°à‰çNóY,éRñºè~,É}ÉìÉtÉåÅ[ÉgÅEÉnÉCÉlÉ}ÉìÅA ÉàÅ[ÉçÉbÉpê¸ê_ÇÃÅqãNå¹År Ç÷ÇÃí«ïÁÇ…ÇÊÇÈÅqâﬂãéÇÃçéïûÅrÅ|ÉnÉCÉfÉKÅ[ÅAÉäÉbÉgÅAÉÑÉXÉpÅ[ÉXÇÃèÍçáÅA õîîníBóYÅA ÅwÉhÉCÉcÅ@âﬂãéÇÃçéïûÇÆêlä‘å`ê¨ÅxÅA èºòa ì°ÅA 2011.03
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	認知過程の統計的特性
	認知過程の統計的特性


	<表の行>
	石口　彰 / ISHIGUCHI, Akira 
	石口　彰 / ISHIGUCHI, Akira
	文教育学部人間社会科学科
	■専 門 分 野　 実験心理学
	■キーワード　 認知、計算、情報


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	■応用・将来展望
	認知過程の統計的特性に関連して、人間が如何に多様性を認知するかを、基本メカニズムから、発達的、文化的側面にまで拡張 することを計画している。
	■活動実績
	・最高裁判所、 家庭裁判所調査官試験委員会、 委員等・その他(政府・公共機関)、 2012.10- ・石口　彰、 「制御不能イベントと認知行動...
	.
	・(日本語)、 石口　彰、 ３章　推論、 『認知心理学演習：　言語と思考』、 オーム社、 2012.04 ・(日本語)、 石口　彰、 ２章　問題解...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	旧南洋群島の歴史人類学的研究
	旧南洋群島の歴史人類学的研究


	<表の行>
	棚橋　訓 / TANAHASHI, Satoshi 
	棚橋　訓 / TANAHASHI, Satoshi
	文教育学部人間社会科学科
	■専 門 分 野　 ジェンダー, 文化人類学・民俗学, 地域研究
	■キーワード　 文化人類学、社会人類学、歴史人類学、ジェンダー／セクシュアリティ研究、景観研究


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	2014îNìxÇÕãåìÏómåQìáÇÃì˙ñ{ìùé°Ç…ä÷Ç·ÇÈóðéjêlóﬁäwìIå§ãÜÇðêãçsÇ·ÇÈÇÆÇÆÇ‡Ç…ÅAåcú‰ã`èmëÂäwìåÉAÉWÉAå§ãÜèäÇÃã§ìØå§ãÜàı ÇÆÇµÇƒínàÊå§ãÜÇ…ä÷Ç·ÇÈã§ìØå§ãÜÇ…ågÇÌÇ¡Ç½ÅB
	■応用・将来展望
	2007îNìxÇ©ÇÁÅAÉTÉìÉSè äwÅAé©ëRínóùäwÅAínå`äwÅAçlåÃäwÅAå`éøêlóﬁäwÅAäCómê¶ë‘äwÅAäCómçHäwÅAÉäÉÇÅ[ÉgÉZÉìÉVÉìÉOÇÃäeï™ ñÏÇÃå§ãÜé“ÇÆÇÃã...
	■活動実績
	・石垣島における人間―サンゴ礁系の景観史調査、 沖縄県石垣島、 2011.04、 2週間 ・パラオ共和国コロール州及びバベルダオブ島での景観...
	.
	・(日本語)、 棚橋訓、 『IGS Project Series 2 国際シンポジウム　はたして日本研究にとってジェンダー概念は有効なのか？−人類 学の視...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	学力格差の克服と「教育効果の高い学校」
	学力格差の克服と「教育効果の高い学校」


	<表の行>
	浜野　隆 / HAMANO, Takashi 
	浜野　隆 / HAMANO, Takashi
	文教育学部人間社会科学科
	■専 門 分 野　 教育社会学、教育開発論
	■キーワード　 学力と教育政策、教育開発、比較教育、社会科教育、国際協力、国際機関


	<表の行>
	hamano.takashi@ocha.ac.jp 
	hamano.takashi@ocha.ac.jp




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	（学力と教育政策） 　近年、日本においても学力調査が幅広く行なわれるようになってきており、また、その結果に対応して政策立案がされ...
	■応用・将来展望
	１.教育格差、とくに学力階層差・学力格差に関する研究 ２．幼児教育・早期子ども発達（ECD)分野における理論的・実証的分析、国際協力の...
	■活動実績
	・全国学力・学習状況調査（きめ細かい調査）の結果を活用した学力に影響を与える要因分析に関する調査研究 ・学力調査を活用した専門的な課題分析に関する調査研究（効果的な指導方法に資する調査研究）
	.
	・浜野隆「発展途上国における学力格差と教育政策」、『学力格差に挑む』、119-134頁、金子書房、2013年5月 ・浜野隆「国際教育開発の社...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	幼児教育研修の設計・実施と評価
	幼児教育研修の設計・実施と評価


	<表の行>
	浜野　隆 / HAMANO, Takashi 
	浜野　隆 / HAMANO, Takashi
	文教育学部人間社会科学科
	■専 門 分 野　 教育開発論
	■キーワード　 幼児教育、教育開発、比較教育、社会科教育、国際協力、国際機関


	<表の行>
	hamano.takashi@ocha.ac.jp 
	hamano.takashi@ocha.ac.jp




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	・保育・幼児教育分野における国際協力に関する研究 　国際協力の場において、幼児の発達や幼児教育は1990年代から重要な領域として注目...
	■応用・将来展望
	１.教育格差、とくに学力階層差・学力格差に関する研究 ２．幼児教育・早期子ども発達（ECD)分野における理論的・実証的分析、国際協力の...
	■活動実績
	中西部アフリカ幼児教育研修の実施および評価
	.
	・浜野隆「発展途上国における学力格差と教育政策」、『学力格差に挑む』、119-134頁、金子書房、2013年5月 ・浜野隆「国際教育開発の社...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	高齢者介護サービスの体系とそのガバナンスおよび市場化に ついての国際比較研究
	高齢者介護サービスの体系とそのガバナンスおよび市場化に ついての国際比較研究


	<表の行>
	平岡　公一 / HIRAOKA, Koichi 
	平岡　公一 / HIRAOKA, Koichi
	文教育学部人間社会科学科
	■専 門 分 野　 社会福祉学、社会政策学、福祉社会学
	■キーワード　 社会政策、国際比較、高齢者、介護サービス、市場化、ガバナンス


	<表の行>
	hiraoka.koichi@ocha.ac.jp 
	hiraoka.koichi@ocha.ac.jp




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	本研究の目的は、1990年代以降の欧州・東アジア諸国における福祉・介護サービスの（準）市場化をめぐる制度改革・政策展 開について、そ...
	■応用・将来展望
	（１）現在取り組んでいる研究、および今後取り組む予定の研究の主なテーマは以下の通りです。 １．介護・福祉分野のサービス・プログラ...
	■活動実績
	１）福祉・介護サービスの市場化とガバナンスの変容に関する国際比較研究（科学研究費・基盤Ｂ・研究代表者、2015〜2018年） ２）「ケアの連続体」の形成の視点に基づく高齢者ケア・サービス体系の国際比較（科学研究費・基盤Ｃ・研究代表者、2011〜2014
	.
	“Quality of Care Services in the Japanese System of Long-Term Care” in John Campbell, Unni Edvardsen, Paul Midford & Yayoi Saito...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	戦後教育史
	戦後教育史


	<表の行>
	米田　俊彦 / YONEDA, Toshihiko 
	米田　俊彦 / YONEDA, Toshihiko
	文教育学部人間社会科学科
	■専 門 分 野　 教育史
	■キーワード　 戦後　教育史　神奈川県


	<表の行>
	yoneda.toshihiko@ocha.ac.jp 
	yoneda.toshihiko@ocha.ac.jp
	http://www.hss.ocha.ac.jp/




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	神奈川県の1940年代後半から1960年代にかけての教育史に関する資料を収集し、通史を叙述しています
	■応用・将来展望
	神奈川県民の共通財産になるような教育史を編纂します。
	■活動実績
	神奈川県教育史編集委員長
	.
	『近代日本教育関係法令体系』 『現代教育史事典』
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	実証分析による20世紀の交響楽団におけるレパートリー形成 とその要因の国際比較研究
	実証分析による20世紀の交響楽団におけるレパートリー形成 とその要因の国際比較研究


	<表の行>
	井上　登喜子 / INOUE, Tokiko 
	井上　登喜子 / INOUE, Tokiko
	文教育学部芸術・表現行動学科
	■専 門 分 野　 音楽学
	■キーワード　 音楽学、音楽受容、レパートリー形成、合唱活動、オーケストラ演奏会


	<表の行>
	inoue.tokiko@ocha.ac.jp 
	inoue.tokiko@ocha.ac.jp




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	音楽文化とその受容の諸相について、とくに十九世紀から二十世紀にかけてのドイツと日本における演奏会や合唱活動を中心 に、音楽の場の...
	■応用・将来展望
	私は現在、日本及び海外の交響楽団の演奏レパートリーの決定要因の実証研究を行っている。現時点では、ファクトファイン ディング研究の...
	■活動実績
	.
	マーク・エヴァン・ボンズ著、近藤譲・井上登喜子訳、 『「聴くこと」の革命：ベートーヴェン時代の耳は「交響曲」をどう聴 いたか』、 ...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	声の音楽についての理論的実践的研究
	声の音楽についての理論的実践的研究


	<表の行>
	永原　恵三 / NAGAHARA, Keizo 
	永原　恵三 / NAGAHARA, Keizo
	文教育学部芸術・表現行動学科
	■専 門 分 野　 音楽学、合唱指揮、声楽
	■キーワード　 合唱、発声法、カトリック教会の音楽


	<表の行>
	nagahara.keizo@ocha.ac.jp 
	nagahara.keizo@ocha.ac.jp




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	１）合唱という音楽行動についての美学・哲学的な研究成果であり、日本の20世紀を代表する作曲家である柴田南雄の合唱作 品群（シアター...
	■応用・将来展望
	2012îNìxÇ…Åwçáè.ÇÃévçlÅ@éƒìcìÏóYò_ÇÃééÇ›ÅxÅiètèHé-ÅjÇðäßçsÇµÅAÇ±ÇÍÇÕéƒìcìÏóYÇÃå§ãÜèëÇÆÇµÇƒóBàÍÇÅÇ†ÇËÅAçáè.Ç©ÇÁêlä‘ ÇÃã§ìØë¶ç›Çðç...
	■活動実績
	東洋音楽学会理事副会長 民族藝術学会理事 日本声楽発声学会会員
	.
	・『合唱の思考―柴田南雄論の試み』（春秋社） ・次郎丸智希作曲《男声合唱とピアノのための「百人一首」》（初演） ・柴田南雄作曲《宇...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	舞踊記譜法を用いた文理融合型の身体動作の分析
	舞踊記譜法を用いた文理融合型の身体動作の分析


	<表の行>
	中村　美奈子 / NAKAMURA, Minako 
	中村　美奈子 / NAKAMURA, Minako
	文教育学部芸術・表現行動学科
	■専 門 分 野　 民族舞踊学、舞踊記譜法、ダンスとテクノロジー
	■キーワード　 舞踊人類学、舞踊記譜法、インドネシア、舞踊動作分析、舞踊アーカイブ 


	<表の行>
	nakamura.minako@ocha.ac.jp 
	nakamura.minako@ocha.ac.jp
	http://www.li.ocha.ac.jp/geijutsu/buyou/nakamura.html




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	前述の主要業績１は、ロボティクスの研究者とダンスノーテーションの研究者 の初めての合同研究会で、文理融合型の研究会といえます。ロ...
	■応用・将来展望
	ï¶âªêlóﬁäwÇ©ÇÁèÓïÒäwÇ‹ÇÅÇ³Ç‹Ç¥Ç‹Ç»óÃàÊÇÃå§ãÜé“ÇÁÇÆÇÃäwç¤å§ãÜÇðí Ç¶ÇƒÅA ïëóxÇ®ÇÊÇ-êgëÃï\åªÇ…ä÷Ç·ÇÈå§ãÜÇðçsÇ¡ÇƒÇ´Ç‹ÇµÇ½ÅBçÅãﬂÇÕÅAÉ...
	■活動実績
	2014îN9åé16ì˙ÅiâŒÅj18ÅF30Å|20ÅF30Å@Ç®íÉÇÃêÖèóéqëÂäwëÂäwëÃàÁäŸ1äKÉ_ÉìÉXéºÇ…Ç®Ç¢ÇƒÅAÇ®íÉÇÃêÖèóéqëÂäwåˆäJçuç¿ÅuÉå ÉNÉ`ÉÉÅ[ÅïÉèÅ[ÉNÉ...
	.
	１． Worawat Choensawat, Minako Nakamura, Kozaburo Hachimura, ﾒGenLaban:Autonomous Dance Avatar for Generating Stylized Dance Mo
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	スポーツ消費の時系列分析
	スポーツ消費の時系列分析


	<表の行>
	新名　謙二 / NIINA, Kenji 
	新名　謙二 / NIINA, Kenji
	文教育学部芸術・表現行動学科
	■専 門 分 野　 スポーツマネジメント
	■キーワード　 スポーツ消費、時系列分析


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	スポーツ消費の時系列分析 世界同時不況や東日本大震災等の影響により、消費支出全体が縮小する中で、スポーツに関する支出がどのように...
	■応用・将来展望
	スポーツ消費を説明する経済モデルの構築 国家レベルのスポーツマネジメントの比較研究
	■活動実績
	.
	・新名謙二(2013)『日本におけるスポーツ消費とGDPとの関連について』お茶の水女子大学人文科学研究、第9巻． ・新名謙二(2014)『スポーツ消費支出とGDPの共和分分析』お茶の水女子大学人文科学研究、第10巻．
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	無限次元空間（作要素空間）でのﾓベクトル測度ﾓを 定義す る事によりファインマンタイプの経路積分を 定義する 
	ñ³å¿éüå³ãÛä‘ÅiçÏóvëfãÛä‘ÅjÇÅÇÃ”ÉxÉNÉgÉãë™ìx”Çð íËã`Ç· ÇÈéñÇ…ÇÊÇËÉtÉ@ÉCÉìÉ}ÉìÉ^ÉCÉvÇÃåoòHêœï™Çð íËã`Ç·ÇÈ 


	<表の行>
	古谷　希世子 / FURUYA, Kiyoko 
	古谷　希世子 / FURUYA, Kiyoko
	理学部数学科
	■専 門 分 野　 発展方程式、関数解析、関数方程式
	■キーワード　 シュレディンガー方程式の経路積分の表現、、ディラック方程式の経路積分の表現、、非放物型方程式を適切 にする空間の研究


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	シュレディンガー方程式の経路積分の表現、シュレディンガー方程式を作用素空間での ファインマンの経路積分により数学的 に 意味を持つ...
	■応用・将来展望
	方程式の解が存在する より応用範囲の広い関数空間を構成する。 量子力学など物理学の分野で重要な方程式を測度論的に記述し数学的基礎付けをする。 　　(物理学で使われているファインマンの経路積分は未だ数学理論が定まっていない。) 非線形方程式を適切にする空
	■活動実績
	.
	(âpåÍ)ÅA KIYOKO FURUYAÅA ÅuA CONTRACTION SEMIGROUP FOR FORMALLY SELF-ADJOINT SCHERODINGER OPERATORSÅvÅA Proceedings of the 8th I...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	ソフトマター物理学
	ソフトマター物理学


	<表の行>
	奥村　剛 / OKUMURA, Ko 
	奥村　剛 / OKUMURA, Ko
	理学部物理学科
	■専 門 分 野　 ソフトマター物理学, 数理物理・物性基礎, 複合材料・物性, 生物物理・化学物理
	■キーワード　 ソフトマター物理学, ソフトマター物理学、化学物理、理論物理学（表面張力、液晶、ゲル、粘弾性、破壊、 非線形レーザー分光理論、場の理論、非平衡系統計力学、液体論） 


	<表の行>
	http://www.phys.ocha.ac.jp/okumuralab/



	.
	■概要（背景・目的・内容）
	■応用・将来展望
	濡れ、表面張力、破壊、複合材料、粉粒体、ゲル、液晶、高分子などのテーマをソフトマター物理学の立場から研究していく。 理論・実験・シミュレーションを同時に進めながら研究を行っていく。
	■活動実績
	.
	・(英語)、 Marie TANI, Daisuke ISHII, Shuto ITO, Takahiko HARIYAMA, Masatsugu SHIMOMURA, and Ko OKUMURA、 「Capillary rise on le...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	可積分量子多体系における非平衡ダイナミクス
	可積分量子多体系における非平衡ダイナミクス


	<表の行>
	出口　哲生 / DEGUCHI, Tetsuo 
	出口　哲生 / DEGUCHI, Tetsuo
	理学部物理学科
	■専 門 分 野　 非平衡統計力学
	■キーワード　 非平衡ダイナミクス、孤立量子多体系、可積分量子系


	<表の行>
	deguchi@phys.ocha.ac.jp 
	deguchi@phys.ocha.ac.jp
	http://sofia.phys.ocha.ac.jp/deguchilab/home.html




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	冷却原子系においてボース・アインシュタイン凝縮が実現され、相互作用する量子力学系の振る舞いを実験で観測することが可 能となった。...
	■応用・将来展望
	可積分量子系の非平衡ダイナミクスは、理論物理で現在、多くの研究者にの興味を引くテーマの一つで、特にハイゼンベルグ模 型を舞台に非...
	■活動実績
	.
	・(英語)、Pulak Ranjan Giri and Tetsuo Deguchi, Heisenberg Model and Rigged Configurations, J. Stat. Mech., P07007 (2015) 
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	高圧力下の分子性液体・イオン液体の相転移
	高圧力下の分子性液体・イオン液体の相転移


	<表の行>
	浜谷　望 / HAMAYA, Nozomu 
	浜谷　望 / HAMAYA, Nozomu
	理学部物理学科
	■専 門 分 野　 物理化学
	■キーワード　 高圧科学、凝縮系物理化学、放射光X線回折実験


	<表の行>
	hamaya.nozomu@ocha.ac.jp 
	hamaya.nozomu@ocha.ac.jp




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	高圧力下で表れる様々な新奇な相転移の実験的研究が主要テーマである。近年はアモルファスや液体状態などの構造不規則系の 中で起きる相...
	■応用・将来展望
	分子性物質は多様で、その応用分野は果てしなく広がっている。高圧下という特殊環境にある分子性物質の物理化学的性質や機 能を知ることで、新たな応用の創造や新物質創成の設計が可能になる。
	■活動実績
	・プレゼミナール　温かい氷をつくろう！、 お茶の水女子大学、 2015.8.24 ・財団法人高輝度光科学研究センター、 利用研究課題審査委員...
	.
	・YOSHIMURA Yukihiro, SHIGEMI Machiko, TAKAKU Mayumi, YAMAMURA Misaho, TAKEKIYO Takahiro, ABE Hiroshi, HAMAYA Nozomu, WAKABAYAS
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	中性子散乱による強相関電子系の研究
	中性子散乱による強相関電子系の研究


	<表の行>
	古川　はづき / FURUKAWA, Hazuki 
	古川　はづき / FURUKAWA, Hazuki
	理学部物理学科
	■専 門 分 野　 物性
	■キーワード　 強相関電子系、超伝導と磁性、中性子散乱実験、物性実験、低温


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	　中性子散乱法を用いて強相関電子系の研究を行っている。研究対象として近年取り上げた物質は、新奇超伝導CeCoIn5、モッ ト絶縁体、p波...
	■応用・将来展望
	　最近、超伝導現象と磁性の関わりについて研究を行っています。 現在の研究テーマは、強磁性超伝導に期待される自発的磁束格子構造の実...
	■活動実績
	.
	Simultaneous evidence for Pauli paramagnetic effects and multiband superconductivity in KFe2As2 by small-angle neutron scatterin...
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	<表本文>
	<表の行>
	固体高分子形燃料電池のカソード触媒としてのコアシェル微 粒子の電気化学的構築
	固体高分子形燃料電池のカソード触媒としてのコアシェル微 粒子の電気化学的構築


	<表の行>
	近藤　敏啓 / KONDO, Toshihiro 
	近藤　敏啓 / KONDO, Toshihiro
	理学部化学科
	■専 門 分 野　 電気化学
	■キーワード　 コアシェル微粒子、固体高分子形燃料電池、カソード触媒、白金量削減


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	固体高分子形燃料電池用カソード触媒として、ニッケルやコバルトなど安価な金属微粒子を電気化学的に構築し、さらにGalvanic 置換によっ...
	■応用・将来展望
	現在、コアシェル微粒子を比較的平坦なGlassy Carbon Disk上に形成させて、微粒子形成や白金のGalvanic置換反応を追跡して いるが、将来的にはカーボン微粒子上にコアシェル微粒子を分散させ、より実用化に沿った触媒／電極作成に持って行きた
	■活動実績
	（独）新エネルギー・産業技術総合開発機構「燃料電池先端科学研究事業」平成２０〜２１年度（２年） 「燃料電池先端科学研究事業」、研究分担者、27,250 千円
	.
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	リチウム空気蓄電池用アノード活物質開発
	リチウム空気蓄電池用アノード活物質開発


	<表の行>
	近藤　敏啓 / KONDO, Toshihiro 
	近藤　敏啓 / KONDO, Toshihiro
	理学部化学科
	■専 門 分 野　 電気化学
	■キーワード　 リチウム空気蓄電池、アノード活物質、シリコンアノード、リチウムアノード


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	リチウム負極において、デンドライト形成を抑制する保護膜の検討
	■応用・将来展望
	10 µmà»è„ÇÃå˙Ç³ÇÃÉäÉ`ÉEÉÄïâã…ÇðópÇ¢ÇƒÅAêlçHìIÇ…çÏê¨ÇµÇ½ï¤åÏñåÇðópÇ¢ÅAÉTÉCÉNÉãì¡ê´ÇÃçÇÇ¢ÉäÉ`ÉEÉÄãÛãCí~ìdírÇÃç\ízÇð ñ⁄éwÇµÇƒÇ¢ÇÈÅB
	■活動実績
	（独）科学技術振興機構戦略的創造研究推進事業「先端的低炭素化技術開発」特別重点技術領域次世代蓄電池　平成２６〜３０ 年度（５年） 「リチウム空気蓄電池の基盤技術開発」、研究分担者、83,395千円
	.
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	フラグメント分子軌道法と分子動力学法による分子間相互作 用の理論的研究
	フラグメント分子軌道法と分子動力学法による分子間相互作 用の理論的研究


	<表の行>
	鷹野　景子 / TAKANO, Keiko 
	鷹野　景子 / TAKANO, Keiko
	理学部化学科
	■専 門 分 野　 理論化学、量子化学
	■キーワード　 計算化学、相互作用解析、糖鎖科学、ホストゲスト化学、反応機構


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	<グラフィック>量子化学的手法と古典的分子動力学法を用いて、糖鎖分子やホスト -ゲスト分子の相互作用解析を行なっている。フラグメント分子軌 道法に...
	■応用・将来展望
	量子化学的手法を用いて、分子およびその集合体を対象とするコン ピュータシミュレーションを行う。実験科学に対する相補的な情報 の提供...
	■活動実績
	第 71 回 岡崎コンファレンス「糖鎖分子科学の新たな展望」、2011 年 10 月 12-14 日、岡崎、招待講演
	.
	K. Ueno-Noto* and K. Takano Water molecules inside protein structure affect binding of monosaccharides with HIV-1 antibody 2G12 ...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	錯体構造の揺らぎを考慮したレアメタル回収キレート剤の理 論的設計指針の探索
	錯体構造の揺らぎを考慮したレアメタル回収キレート剤の理 論的設計指針の探索


	<表の行>
	森　寛敏 / MORI, Hirotoshi 
	森　寛敏 / MORI, Hirotoshi
	理学部化学科
	■専 門 分 野　 理論化学，計算化学，量子化学
	■キーワード　 電子状態、相対論効果、分子揺らぎ、機能物質化学、生物物理化学


	<表の行>
	mori.hirotoshi@ocha.ac.jp 
	mori.hirotoshi@ocha.ac.jp
	https://sites.google.com/site/qmsforest/




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	・機能性物質の電子状態設計（有機EL・スピントロニクス・レアメタル回収剤・水素吸蔵材料） ・生体微量元素の物理化学 ・上記テーマ遂行に必要な新奇電子状態理論の開拓
	■応用・将来展望
	物質の性質は価電子の振る舞いによって決まります。その振る舞いは、物質中に含まれる電子間の相互作用＝電子相関と、重原 子系で特に重...
	■活動実績
	.
	・Tanaka M., Mori H., Electronic Structures of Platinum(II) Complexes with 2-Arylpyridine and 1,3-Diketonate Ligands: A Relativ
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	有機EL材料の発光特性を支配する電子励起状態と分子間相 互作用の解明
	有機EL材料の発光特性を支配する電子励起状態と分子間相 互作用の解明
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	森　寛敏 / MORI, Hirotoshi 
	森　寛敏 / MORI, Hirotoshi
	理学部化学科
	■専 門 分 野　 理論化学，計算化学，量子化学
	■キーワード　 電子状態、相対論効果、分子揺らぎ、機能物質化学、生物物理化学
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	■概要（背景・目的・内容）
	・機能性物質の電子状態設計（有機EL・スピントロニクス・レアメタル回収剤・水素吸蔵材料） ・生体微量元素の物理化学 ・上記テーマ遂行に必要な新奇電子状態理論の開拓
	■応用・将来展望
	物質の性質は価電子の振る舞いによって決まります。その振る舞いは、物質中に含まれる電子間の相互作用＝電子相関と、重原 子系で特に重...
	■活動実績
	.
	・Tanaka M., Mori H., Electronic Structures of Platinum(II) Complexes with 2-Arylpyridine and 1,3-Diketonate Ligands: A Relativ
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	<表の行>
	機能性分子材料設計のための高精度かつ高効率な相対論的分 子論の展開
	機能性分子材料設計のための高精度かつ高効率な相対論的分 子論の展開
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	森　寛敏 / MORI, Hirotoshi 
	森　寛敏 / MORI, Hirotoshi
	理学部化学科
	■専 門 分 野　 理論化学，計算化学，量子化学
	■キーワード　 電子状態、相対論効果、分子揺らぎ、機能物質化学、生物物理化学
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	mori.hirotoshi@ocha.ac.jp 
	mori.hirotoshi@ocha.ac.jp
	https://sites.google.com/site/qmsforest/




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	・機能性物質の電子状態設計（有機EL・スピントロニクス・レアメタル回収剤・水素吸蔵材料） ・生体微量元素の物理化学 ・上記テーマ遂行に必要な新奇電子状態理論の開拓
	■応用・将来展望
	物質の性質は価電子の振る舞いによって決まります。その振る舞いは、物質中に含まれる電子間の相互作用＝電子相関と、重原 子系で特に重...
	■活動実績
	.
	・Tanaka M., Mori H., Electronic Structures of Platinum(II) Complexes with 2-Arylpyridine and 1,3-Diketonate Ligands: A Relativ
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	生体微量元素が支配する生化学機能に関する量子化学的研究
	生体微量元素が支配する生化学機能に関する量子化学的研究


	<表の行>
	森　寛敏 / MORI, Hirotoshi 
	森　寛敏 / MORI, Hirotoshi
	理学部化学科
	■専 門 分 野　 理論化学，計算化学，量子化学
	■キーワード　 電子状態、相対論効果、分子揺らぎ、機能物質化学、生物物理化学
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	mori.hirotoshi@ocha.ac.jp 
	mori.hirotoshi@ocha.ac.jp
	https://sites.google.com/site/qmsforest/
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	■概要（背景・目的・内容）
	・機能性物質の電子状態設計（有機EL・スピントロニクス・レアメタル回収剤・水素吸蔵材料） ・生体微量元素の物理化学 ・上記テーマ遂行に必要な新奇電子状態理論の開拓
	■応用・将来展望
	物質の性質は価電子の振る舞いによって決まります。その振る舞いは、物質中に含まれる電子間の相互作用＝電子相関と、重原 子系で特に重...
	■活動実績
	.
	・Tanaka M., Mori H., Electronic Structures of Platinum(II) Complexes with 2-Arylpyridine and 1,3-Diketonate Ligands: A Relativ
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	光ラジカル反応を利用した有機合成に関する研究
	光ラジカル反応を利用した有機合成に関する研究


	<表の行>
	矢島　知子 / YAJIMA, Tomoko 
	矢島　知子 / YAJIMA, Tomoko
	理学部化学科
	■専 門 分 野　 有機化学
	■キーワード　 有機化学、含フッ素有機化合物、ラジカル反応、アミノ酸、立体選択的反応, ラジカル反応、立体制御、含 フッ素化合物


	<表の行>
	yajima.tomoko@ocha.ac.jp 
	yajima.tomoko@ocha.ac.jp
	http://www.sci.ocha.ac.jp/chemHP/labos/yajimaHP/top.html




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	ラジカル反応を基盤とした有機合成法の開発およびその応用を行っている。 ラジカル反応ではこれまでに高い選択性、低い触媒量での有機触...
	■応用・将来展望
	持続的発展可能な社会の構築に向けて、これまでに開発した合成法を基に、さらなる有用な反応の開発、含フッ素化合物の利用 についのて研究を行っていく。
	■活動実績
	.
	・(日本語)、 矢島　知子、杉浦　奈奈、香川　巧、 お茶の水女子大学、東ソー・エフテック株式会社、 光学活性含フッ素アミン化 合物の製...
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	<表の行>
	生理活性脂質の代謝と機能解析
	生理活性脂質の代謝と機能解析


	<表の行>
	小林　哲幸 / KOBAYASHI, Tetsuyuki 
	小林　哲幸 / KOBAYASHI, Tetsuyuki
	理学部生物学科
	■専 門 分 野　 機能生物化学, 生物系薬学
	■キーワード　 生理活性脂質、メタボローム解析、ソフトイオン化型質量分析、アレルギーと炎症、必須脂肪酸, 脂質メタボ ローム、脂質代謝、脂質栄養学、脂質生化学


	<表の行>
	kobayashi.tetsuyuki@ocha.ac.jp 
	kobayashi.tetsuyuki@ocha.ac.jp
	http://www-p.sci.ocha.ac.jp/bio-tetkoba-lab/




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	我々の研究室では、細胞膜などの生体膜やそれを構成する主要な脂質分子の構造や機能を研究対象にしている。細胞膜は単なる 物理的な仕切...
	■応用・将来展望
	以前は、生体膜の単なる構成成分としてしか考えられていなかった脂質は、近年、様々な生理機能への関与が明らかにされ、 ホットな研究領...
	■活動実績
	・日本脂質栄養学会、 理事長、 2014.01.01- ・日本薬学会、 評議員、代議員、 2013.02.01- ・健康・長寿研究談話会、 副会長、 2008.01-...
	.
	・Remi Murase, et al. Group X Secreted Phospholipase A2 Releases omega-3 Polyunsaturated Fatty Acids, Suppresses Colitis and Pr
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	卵母細胞の減数分裂再開過程
	卵母細胞の減数分裂再開過程


	<表の行>
	千葉　和義 / CHIBA, Kazuyoshi 
	千葉　和義 / CHIBA, Kazuyoshi
	理学部生物学科
	■専 門 分 野　 発生生物学
	■キーワード　 卵成熟、アポトーシス、減数分裂


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	卵と精子の形成では、減数分裂が起り、染色体数は半減する。一方、受精に引き続く精子核と卵核の合体によって、染色体数は もとにもどる...
	■応用・将来展望
	減数分裂中期休止機構と、未受精卵におけるアポトーシス機構を解明し、初期発生を分子レベルで理解したい。
	■活動実績
	・Oocyte maturation and fertilization meeting IV、 Oocyte maturation and fertilization meeting、 大会実行委員長、 青森、 2015.06...
	.
	・(英語)、 Ochi Hiroe, Chiba Kazuyoshi.、 「Hormonal stimulation of starfish oocytes induces partial degradation of the 3′ term...
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	ショウジョウバエを用いた老化とミトコンドリアに関する研究
	ショウジョウバエを用いた老化とミトコンドリアに関する研究


	<表の行>
	松浦　悦子 / MATSUURA, Etsuko 
	松浦　悦子 / MATSUURA, Etsuko
	理学部生物学科
	■専 門 分 野　 オルガネラ遺伝学
	■キーワード　 ショウジョウバエ、ミトコンドリア、老化


	<表の行>
	matsuura.etsuko@ocha.ac.jp 
	matsuura.etsuko@ocha.ac.jp




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	酸化ストレスに対するミトコンドリア転写因子A(TFAM)の過剰発現の効果：ショウジョウバエにおけるTFAMの過剰発現は， 個体の寿命の変化を...
	■応用・将来展望
	■活動実績
	日本ミトコンドリア学会、 評議員、 2005.01.01- 日本遺伝学会、 評議員、 2013.01-2016.12
	.
	MATSUDA Takako., KANKI Tomotake, TANIMURA Teiichi, KANG Dongchon, and MATSUURA Etsuko T.ÅA ÅuEffects of overexpression of mitoch...
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	組み合わせ最適化
	組み合わせ最適化


	<表の行>
	工藤　和恵 / KUDO, Kazue 
	工藤　和恵 / KUDO, Kazue
	理学部情報科学科
	■専 門 分 野　 統計物理学
	■キーワード　 組み合わせ最適化、ポッツ模型


	<表の行>
	kudo.kazue@ocha.ac.jp 
	kudo.kazue@ocha.ac.jp
	http://www.is.ocha.ac.jp/~kudo/




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	統計物理学の視点から、大学の時間割や学会のプログラムなどのスケジューリング問題、コミュニティ分割を利用したレコメン ド手法などを研究する。
	■応用・将来展望
	大学の時間割や学会のプログラムだけでなく、勤務時間のシフトや交通のダイヤなど、複雑なスケジューリング問題を効率的に 解く方法の模索と、スケジューリングの難しさの評価の提案。SNSにおける「友達」の提案や、効果的な商品のレコメンド手法 の開発。
	■活動実績
	.
	・Ayaka Fujii, Kazue Kudo, "Optimization of a timetable based on graph coloring", Social Modeling and Simulations + Econophysic
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	量子系および古典系におけるパターン形成
	量子系および古典系におけるパターン形成


	<表の行>
	工藤　和恵 / KUDO, Kazue 
	工藤　和恵 / KUDO, Kazue
	理学部情報科学科
	■専 門 分 野　 統計物理学
	■キーワード　 統計物理学、パターン形成


	<表の行>
	kudo.kazue@ocha.ac.jp 
	kudo.kazue@ocha.ac.jp
	http://www.is.ocha.ac.jp/~kudo/




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	ソフトマター系および量子凝縮系における秩序構造形成の数理モデルの構築と、それを用いた数値シミュレーション。
	■応用・将来展望
	量子系と古典系のパターン形成の機構の違いを探究する。また、ナノスケールの物性の制御につながる自己組織化現象を理論的 に研究する。
	■活動実績
	・科学研究費補助金、 工藤和恵、 「量子凝縮系およびソフトマターにおける自己組織化現象に対する流れの影響の解明」、 2014〜 2015
	.
	・Kazue Kudo and Yuki Kawaguchi, "Coarsening dynamics driven by vortex-antivortex annihilation in ferromagnetic Bose-Einstein c
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	感染症の数理模型
	感染症の数理模型


	<表の行>
	工藤　和恵 / KUDO, Kazue 
	工藤　和恵 / KUDO, Kazue
	理学部情報科学科
	■専 門 分 野　 統計物理学
	■キーワード　 統計物理学、感染症、数理模型


	<表の行>
	kudo.kazue@ocha.ac.jp 
	kudo.kazue@ocha.ac.jp
	http://www.is.ocha.ac.jp/~kudo/




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	ネットワーク上の感染症の伝播を数理模型によって表現し、数値シミュレーションを行う。感染症の流行規模の予測などに応用 できる。
	■応用・将来展望
	複雑ネットワークに関する研究と感染症の数理模型の研究を融合させ、より効率的な流行予測の手法を開発する。
	■活動実績
	.
	・Hiroki Masui, Itsuki Kakitani, Shumpei Ujiyama, Kazuyoshi Hashidate, Masataka Shiono and Kazue Kudo, "Assessing potential cou
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	生物リズムの数理的研究
	生物リズムの数理的研究


	<表の行>
	郡　宏 / KORI, Hiroshi 
	郡　宏 / KORI, Hiroshi
	理学部情報科学科
	■専 門 分 野　 理論物理学，非線形動力学
	■キーワード　 同期現象、複雑ネットワーク、概日リズム、パターン形成、複雑系


	<表の行>
	kori.hiroshi@ocha.ac.jp 
	kori.hiroshi@ocha.ac.jp
	http://www.is.ocha.ac.jp/~kori/




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	■応用・将来展望
	生物・医学・化学・工学の実験グループと密接に 協働しながら、生命機能の形成、化学反応の制御、通信・交通流の最適化など、同期現象の...
	■活動実績
	・ 第12回北大若手研究者交流会：「生物リズムにおける実験と数理モデルの恊働〜時差ボケがなくなる日を目指して〜、 北大若 手研究者の...
	.
	・(英語)、 Kaori Sugimura, Hiroshi Kori, "Exponential system-size dependence of the lifetime of transient spiral chaos in excita..
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	言語知能情報処理
	言語知能情報処理


	<表の行>
	小林　一郎 / KOBAYASHI, Ichiro 
	小林　一郎 / KOBAYASHI, Ichiro
	理学部情報科学科
	■専 門 分 野　 知能情報処理、言語情報処理
	■キーワード　 言語情報処理、知能情報処理、言語化、潜在意味解析、テキスト処理、ロボティクス


	<表の行>
	koba@is.ocha.ac.jp 
	koba@is.ocha.ac.jp
	http://www.koba.is.ocha.ac.jp/wordpress/




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	人工知能や言語情報処理の技術を使って対象となるシステムをより知的に，かつより親しみのあるものにすることに興味を持っ て研究を進め...
	■応用・将来展望
	機械学習を取り入れた知能情報処理および自然言語処理研究に力を注ぐつもりでいます。とくに、時系列データの言語化、マル チモーダル情報の言語化を独自技術の強みとして力を入れる予定です。
	■活動実績
	・科学研究費補助金、 小林一郎、 「潜在意味空間において感覚情報を言語化し言語的思考を行うロボットの実現」、 2014 ・「多様相情報の...
	.
	・Risa Kitajima and Ichiro Kobayashi, A Latent Topic Extracting Method based on Events in a Document and its Application, stude
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	日用品コンピューティング
	日用品コンピューティング


	<表の行>
	椎尾　一郎 / SIIO, Itiro 
	椎尾　一郎 / SIIO, Itiro
	理学部情報科学科
	■専 門 分 野　 ヒューマンコンピュータインタラクション
	■キーワード　 ヒューマンコンピュータインタラクション、ユビキタスコンピューティング、実世界指向インタフェース、日 用品としてのコンピュータ、コミュニケーション支援


	<表の行>
	siio@acm.org 
	siio@acm.org
	http://www.siio.jp/




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	コンピュータが小型，安価になることで，日用品としてのコンピュータ利用が今後ますます進展すると予想されています．この ようなコンピ...
	■応用・将来展望
	家電製品のみならず，家具，日用品，建具，家，建材など，いままでコンピュータとは無縁だったありとあらゆる身の回りの物 に，コンピュ...
	■活動実績
	.
	・池松 香 , 椎尾 一郎, 記憶の石：マルチタッチを利用したデバイス間情報移動 情報処理学会論文誌,55(4),1344-1352 (2014-04-15) , 1882...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	生活習慣病予防治療に対する食品因子の応用性の研究/生活 習慣と疾病発症リスクとの関連性に関する疫学的研究/栄養 および運動因子と生体エネルギー代謝の関連性に関する研究
	生活習慣病予防治療に対する食品因子の応用性の研究/生活 習慣と疾病発症リスクとの関連性に関する疫学的研究/栄養 および運動因子と生体エネルギー代謝の関連性に関する研究


	<表の行>
	飯田　薫子 / IIDA, Kaoruko 
	飯田　薫子 / IIDA, Kaoruko
	生活科学部食物栄養学科
	■専 門 分 野　 応用栄養学　代謝内分泌学
	■キーワード　 生活習慣病、メタボリックシンドローム、応用栄養学、分子生物学、スポーツ医学


	<表の行>
	iida.kaoruko@ocha.ac.jp 
	iida.kaoruko@ocha.ac.jp
	http://www.hles.ocha.ac.jp/food/ouyou-eiyou/iida/iida.html




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	肥満、糖尿病、高脂血症、メタボリックシンドロームなどは典型的な生活習慣病であり、その発病と進行には食生活・身体活動 などの因子が...
	■応用・将来展望
	生活習慣病研究を志す院生志望者が非常に増加しており、現在研究室体制を整備・拡大し、複数のプロジェクトを推進している。 具体的には...
	■活動実績
	.
	原著論文　 1）Sawada Y, Sakamoto Y, Toh M, Ohara N, Hatanaka Y, Naka A, Kishimoto Y, Kondo K, Iida K. Milk-derived peptide Val-P...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	必須脂肪酸欠乏時の脂肪酸代謝に関する研究
	必須脂肪酸欠乏時の脂肪酸代謝に関する研究


	<表の行>
	市　育代 / ICHI, Ikuyo 
	市　育代 / ICHI, Ikuyo
	生活科学部食物栄養学科
	■専 門 分 野　 脂質栄養学
	■キーワード　 脂肪酸、必須脂肪酸、脂肪酸鎖長伸長酵素、多価不飽和脂肪酸


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	必須脂肪酸欠乏時には、通常存在しないミード酸（C20:3）といわれる脂肪酸が産生される。我々は必須脂肪酸欠乏時の脂肪酸 代謝の変化に、...
	■応用・将来展望
	高齢化社会に伴い、過栄養だけでなく欠乏症も増えてくる可能性が指摘されている。我々は必須脂肪酸欠乏時の脂肪酸代謝の制 御機構を明ら...
	■活動実績
	1. ë½âøïsñOòaéâñbé_Ç…ÇÊÇÈElovl5ÇÃêLí·äàê´ÇÃïœâªÇ…ä÷Ç·ÇÈå§ãÜ,ÅAés àÁë„ÅAéRñÏî¸óÂÅAó-óDó¢ÅAì°å¥ótéqÅAëÊ57âÒì˙ñ{éâéøê¶âªäwâÔ 2. ïKê{éâñbé_åáñRÇ…Ç®ÇØÇÈîÁïÜâäè«ÇÆÉ~Å[Éhé_éYê¶à‚ì`éqÇÆÇÃä÷òAê´ÅAë½ìcñG, és àÁë„ÅCì°å¥ótéqÅABMB2015
	.
	Identification of genes and pathways involved in the synthesis of Mead acid (20:3n-9), an indicator of essential fatty acid defi...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	脂肪滴膜におけるリン脂質の脂肪酸変化の生物学的意義の解明
	脂肪滴膜におけるリン脂質の脂肪酸変化の生物学的意義の解明


	<表の行>
	市　育代 / ICHI, Ikuyo 
	市　育代 / ICHI, Ikuyo
	生活科学部食物栄養学科
	■専 門 分 野　 脂質栄養学
	■キーワード　 脂肪滴、リン脂質、脂肪酸


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	リン脂質の脂肪酸の多様性は細胞膜の流動性などの性質を規定し、細胞　形態や膜タンパク質の機能に関与していることが示唆 されている。...
	■応用・将来展望
	本研究は、脂肪滴肥大化のメカニズムを解明する上で重要な知見を得ることに繋がる可能性がある。また、脂肪滴の肥大化と膜 リン脂質脂肪...
	■活動実績
	1. î|ó{ç×ñEóRóàÇÃéâñbìHÇÃéâéøíäèoï®ÇðópÇ¢Ç½éâñbìHólÉGÉ}ÉãÉVÉáÉìÇÃÉTÉCÉYÇÆéâñbìHÉTÉCÉYÇÃä÷òAê´ÅAóL‡Vã’éqÅAés àÁë„ÅAêô ñ{ êÃÅAì°å¥...
	.
	Changes in the phospholipid fatty acid composition of the lipid droplet during the differentiation of 3T3-L1 adipocytes. K. Arisawa, I. Ichi *, Y. Yasukawa, Y. Sone, Y. Fujiwara, J. Biochem., 154, 281-289 (2013) * Corresponding author
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	災害時の食支援
	災害時の食支援


	<表の行>
	須藤　紀子 / SUDO, Noriko 
	須藤　紀子 / SUDO, Noriko
	生活科学部食物栄養学科
	■専 門 分 野　 公衆栄養学
	■キーワード　 自然災害、栄養・食生活支援、行政栄養士、自治体、全国調査


	<表の行>
	http://www.hles.ocha.ac.jp/food/Sudo/index.html



	.
	■概要（背景・目的・内容）
	<グラフィック>全国自治体による東日本大震災被災地への行政栄養士派遣の実態と、 東日本大震災2年半後における災害時の栄養・食生活支援のための職 員...
	■応用・将来展望
	自治体、大学、給食施設における災害時の食支援体制の構築。海外で の食事調査や栄養改善活動。
	■活動実績
	日本災害食学会（理事、学術委員） 日本栄養改善学会（評議員） 日本栄養士会（論文委員、JDA-DAT運営委員） 東京都栄養士会（研究教育事業部役員）
	.
	山田佳奈実、須藤紀子、笠岡（坪山）宜代、山村浩二、山下雅世、山本眞由美、下浦佳之、小松龍史．災害時の栄養・食生活支 援に対する自...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	食品成分と生活習慣病との関連
	食品成分と生活習慣病との関連


	<表の行>
	藤原　葉子 / FUJIWARA, Yoko 
	藤原　葉子 / FUJIWARA, Yoko
	生活科学部食物栄養学科
	■専 門 分 野　 栄養化学
	■キーワード　 脂肪酸、ビタミンE、ポリフェノール、肥満、糖尿病


	<表の行>
	http://www.hles.ocha.ac.jp/food/eiyo-ken/index.html



	.
	■概要（背景・目的・内容）
	肥満に起因する生活習慣病を予防するための食生活を提案するために、食品中の栄養素や微量成分の影響をin vovo, in vitroの両 面から検討...
	■応用・将来展望
	・世の中には食情報が氾濫しており、健康を維持していくために正しい科学的根拠のある情報を発信することが重要である。ビ タミンや微量...
	■活動実績
	・科学研究費、企業との共同研究 ・日本学術会議連携委員、日本栄養食糧学会代議員・関東支部常任幹事、日本家政学会代議員、日本臨床栄...
	.
	・Stilbene analogs of resveratrol improve insulin resistance through the activation of AMPK.　Biosci Biotechnol Biochem (2013) 7
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	メイラード反応と食品の褐変に関する研究
	メイラード反応と食品の褐変に関する研究


	<表の行>
	村田　容常 / MURATA, Masatsune 
	村田　容常 / MURATA, Masatsune
	生活科学部食物栄養学科
	■専 門 分 野　 食品加工貯蔵学
	■キーワード　 メイラード反応,食品の褐変,色素


	<表の行>
	murata.masatsune@ocha.ac.jp 
	murata.masatsune@ocha.ac.jp
	http://www.hles.ocha.ac.jp/food/chozo/murata.htm




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	食品におけるメイラード反応と褐変：糖やその分解物などとアミノ酸やタンパク質との褐変反応を食品化学的に解析している。 キシロースや...
	■応用・将来展望
	食品におけるメイラード反応の解析：モデル系を用い、新規メイラード反応生成物を探索するとともに、その制御法を開発す る。食品中のメイラード反応生成物を化学的に解析する。
	■活動実績
	.
	・Kyoko Noda, Naoko Terasawa, and Masatsune Murata. Formation scheme and antioxidant activity of a novel Maillard pigment, pyrr
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	食品や環境中の微生物
	食品や環境中の微生物


	<表の行>
	村田　容常 / MURATA, Masatsune 
	村田　容常 / MURATA, Masatsune
	生活科学部食物栄養学科
	■専 門 分 野　 食品加工貯蔵学
	■キーワード　 黄色ブドウ球菌、食中毒


	<表の行>
	murata.masatsune@ocha.ac.jp 
	murata.masatsune@ocha.ac.jp
	http://www.hles.ocha.ac.jp/food/chozo/murata.htm




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	食環境における微生物制御と利用:黄色ブドウ球菌の毒素生産条件を検討している。近年、米飯中での毒素生産を調べている。
	■応用・将来展望
	米飯中での毒素生産について明らかにする。
	■活動実績
	.
	・Satomi Tsutsuura, Yuko Shimamura, and Masatsune Murata. Temperature dependence of the production of staphylococcal enterotoxi
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	食品の酵素的褐変
	食品の酵素的褐変


	<表の行>
	村田　容常 / MURATA, Masatsune 
	村田　容常 / MURATA, Masatsune
	生活科学部食物栄養学科
	■専 門 分 野　 食品加工貯蔵学
	■キーワード　 農産物の酵素的褐変、ポリフェノールオキシダーゼとＰＡＬ


	<表の行>
	murata.masatsune@ocha.ac.jp 
	murata.masatsune@ocha.ac.jp
	http://www.hles.ocha.ac.jp/food/chozo/murata.htm




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	酵素的褐変の食品学的研究：リンゴやレタスなどの酵素的褐変を生化学的、食品学的に解析し、その制御法を提案している。具 体的には酵素...
	■応用・将来展望
	酵素的褐変の食品学研究：様々な野菜や果物の酵素的褐変を生化学的、食品学的に解析し、その制御法を提案する。リンゴ、レ タス、アボカド、もやし等。
	■活動実績
	.
	・Nana Sameshima, Midori Nishimura, Koko Murakami, Yukako Kogo, Yuko Shimamura, Masaaki Sakuta, and Masatsune Murata. Cloning o
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	商業施設の照明計画に関する研究
	商業施設の照明計画に関する研究


	<表の行>
	小　美希 / KOZAKI, Miki 
	小　美希 / KOZAKI, Miki
	生活科学部人間・環境科学科
	■専 門 分 野　 建築環境工学
	■キーワード　 照明計画、商業施設、明るさ感


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	商業施設の魅力を高めるための照明・視環境の整備について場所の魅力に関する基礎的な段階から研究を進めています。また空 間の明るさ感に関する研究を応用し、いかに省電力で効果的に空間を明るくできるかを検討しています。
	■応用・将来展望
	研究内容を踏まえ、実際の商業施設の改修提案へとつなげていきます。改修の効果を検証するため、改修前後で物理的な測定と 心理評価を行います。商業店舗の保有者との共同研究の可能性があります。
	■活動実績
	.
	・(日本語)、 東京大学　平手研究室、 照明学会東海支部　支部奨励賞、 日産プリンス静岡販売　中村町店、 照明学会東海支部、 2013.05 ...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	含金属イオン繊維の消臭機構、高分子ゲルの溶質選択的膨潤、 高分子膜の塩選択透過
	含金属イオン繊維の消臭機構、高分子ゲルの溶質選択的膨潤、 高分子膜の塩選択透過


	<表の行>
	仲西　正 / NAKANISHI, Tadashi 
	仲西　正 / NAKANISHI, Tadashi
	生活科学部人間・環境科学科
	■専 門 分 野　 高分子・繊維材料, 高分子化学, 衣・住生活学, 家政・生活学一般
	■キーワード　 ゲル、膜、消臭


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	<グラフィック>１）消臭繊維の消臭機構の解明 　生活環境における「におい」の問題が近年取り 上げられるようになった．本研究室では，天然繊 維である...
	■応用・将来展望
	　消臭繊維については，におい物質の吸着や分解などの消臭機構の基礎的な点について調べると同時に，実用的な観点からの開 発的な研究を...
	■活動実績
	・日本学術振興会 産学協力研究委員会（第120委員会）、 研究委員、 1997.04.01- ・一般社団法人　日本家政学会、 被服材料学部会長、 20...
	.
	・(日本語)、 雨宮　敏子・仲西　正、 「アンモニアとエタンチオールからなる複合臭成分の媒染染色布による除去」、 Journal of Fiber Sc...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	人類の進化史および日本列島人の起源
	人類の進化史および日本列島人の起源


	<表の行>
	松浦　秀治 / MATSUﾕURA, Shuji 
	松浦　秀治 / MATSUﾕURA, Shuji
	生活科学部人間・環境科学科
	■専 門 分 野　 自然人類学
	■キーワード　 日本の旧石器時代人、ジャワ原人、人類の起源と進化、年代推定、化石骨


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	１．ジャワ原人や日本の旧石器時代人類の編年および変遷史 ２．人類の起源と進化：特にその年代論、年代・環境的背景 ３．化石骨の年代測...
	■応用・将来展望
	＜将来の研究計画・研究の展望＞ ジャワ原人化石に関する年代論争の終結に向けて、2000年からの地質年代学的国際共同調査の成果を踏まえ...
	■活動実績
	日本人類学会会長 科学研究費委員会委員
	.
	Chang, C-H, Y. Kaifu, M. Takai, R. T. Kono, R. Grün, S. Matsu'ura, L. Kinsley and L-K Lin (2015) The first archaic Homo from Taiwan. Nature Communications, 6: Article 6037. (DOI: 10.1038/ncomms7037)
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	近代フランスの建築設計理論と建築教育
	近代フランスの建築設計理論と建築教育


	<表の行>
	元岡　展久 / MOTOOKA, Nobuhisa 
	元岡　展久 / MOTOOKA, Nobuhisa
	生活科学部人間・環境科学科
	■専 門 分 野　 建築歴史・意匠
	Å°ÉLÅ[ÉèÅ[ÉhÅ@ 18ê¢ãIÉtÉâÉìÉXåöízéjÅAåöízã³àÁÅAãﬂë„èZëÓò_ÅAåöízê›åvóùò_


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	<グラフィック>「建築設計」に関する理論，手法，教育について研究をおこ なっている。 建築家が設計する際に描く様々な図面を分析し，これらと 実際に...
	■応用・将来展望
	「建築設計」に関する理論，手法，教育についての研究は， いわば人々が建築をどのようにとらえ，何をもとに設計し ていたかという点を明...
	■活動実績
	.
	・長澤夏子, 元岡展久, 平田 京子, 石川 孝重『建築系大学卒業生の進路調査の経年分析』日本建築学会技術報告集, 第44号(2014 年2月号）p...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	家庭内性別役割分業の国際比較、父親の育児・家事参加、 ＩＴ社会の子育て
	家庭内性別役割分業の国際比較、父親の育児・家事参加、 ＩＴ社会の子育て


	<表の行>
	石井　昌子 / ISHII, Masako 
	石井　昌子 / ISHII, Masako
	生活科学部人間生活学科
	■専 門 分 野　 家族社会学、ジェンダー社会学
	■キーワード　 性別役割分業、日米比較、父親、母親、育児


	<表の行>
	http://www.soc.ocha.ac.jp/Site/Teacher_Ishii.html



	.
	■概要（背景・目的・内容）
	少子高齢化が続く日本において、父親の育児・子育て参加は必須となってきている。しかし、育児をしたくても、仕事に追われ て、現実的に...
	■応用・将来展望
	ITã@äÌÇÆÉ\Å[ÉVÉÉÉãÉÅÉfÉBÉAÇðäàópÇµÇ½éqàÁÇƒÇ…ä÷ÇµÇƒÅAàÁéôä˙ÇÃïÉêeÇÆïÍêeÇðëŒè¤ÇÆÇµÇƒçëç¤î‰ärí²ç¸Åiì˙ñ{ÅAäØçëÅAÉAÉÅ ÉäÉJÅAÉXÉEÉFÅ[É...
	■活動実績
	内閣府委員　ワーク・ライフ・バランスフォローアップ調査研究員 2014 客員研究員、青山学院大学 2014 日本学術会議　連携会員 2014‾2016...
	.
	『「育メン」現象の社会学：育児・子育て参加への希望を叶えるために』ミネルヴァ書房 2013 「男性が「父親」になるには何が必要か」『助...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	スクールカウンセリングに関する国際比較研究
	スクールカウンセリングに関する国際比較研究


	<表の行>
	伊藤　亜矢子 / ITO, Ayako 
	伊藤　亜矢子 / ITO, Ayako
	生活科学部人間生活学科
	■専 門 分 野　 学校臨床心理学
	■キーワード　 スクールカウンセリング、国際比較、コミュニティ・アプローチ


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	米国ASCAのCarol Dahir氏や韓国Sang Min Lee氏など、海外のスクールカウンセリング研究者と共同研究・実践交流を継続的 に行い、日本にお...
	■応用・将来展望
	子どもの成長を支える環境、特に学校環境づくりに向けて、スクールカウンセリングの国際比較や予防型・全校型ツールの開 発、学級風土コ...
	■活動実績
	.
	・伊藤亜矢子(2015).　「第10章　海外のスクールカウンセリング」　倉光修(編著)　『学校臨床心理学・地域援助特論(ﾔ15)』　 放送大学教...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	学級風土アセスメントによる教師コンサルテーション
	学級風土アセスメントによる教師コンサルテーション


	<表の行>
	伊藤　亜矢子 / ITO, Ayako 
	伊藤　亜矢子 / ITO, Ayako
	生活科学部人間生活学科
	■専 門 分 野　 
	■キーワード　 学級風土、アセスメント、教師コンサルテーション、スクールカウンセリング


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	米国ASCAのCarol Dahir氏や韓国Sang Min Lee氏など、海外のスクールカウンセリング研究者と共同研究・実践交流を継続的 に行い、日本にお...
	■応用・将来展望
	子どもの成長を支える環境、特に学校環境づくりに向けて、スクールカウンセリングの国際比較や予防型・全校型ツールの開 発、学級風土コ...
	■活動実績
	.
	・伊藤亜矢子(2014).　『小冊子　いじめをなくそう-いじめはなぜなくならないの』　東京法規出版 頁数30. ・伊藤亜矢子(2014). 「いじめ...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	リベラルアーツ法学教育論
	リベラルアーツ法学教育論


	<表の行>
	小谷　眞男 / KOTANI, Masao 
	小谷　眞男 / KOTANI, Masao
	生活科学部人間生活学科
	■専 門 分 野　 法学
	■キーワード　 リベラルアーツ


	<表の行>
	http://www.soc.ocha.ac.jp/soc/teacher/kotani_masao.htmlhttp://www.soc.ocha.ac.jp/soc/teacher/kotani_masao.html



	.
	■概要（背景・目的・内容）
	<グラフィック>法専門職養成とは切り離された分野で、かといって単なる残 余的な教養教育としてでもない、市民社会の質を高めていく ための、知的チャレ...
	■応用・将来展望
	ひとつの可能性として、たとえば自治体や地域団体等と連携 して、市民大学などの場において、ひとりひとりの市民が法 的思考能力を身につけ高めていくための法学教育の実践を展 開するというような方向性が考えられる。
	■活動実績
	（科学研究費）小谷眞男「リベラルアーツ法学教育実践の原理 と方法論に関する研究---人・社会・科学技術」2014-2016年 （公開講座等）20...
	.
	・難波知子・伊藤亜矢子・香西みどり・小谷眞男・須藤紀子・元岡展久「「防災・災害」を切り口とした分野横断型授業「生活 科学概論」の...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	労働市場構造と企業内部労働市場の雇用慣行が女性の就業と 出産に与える影響の日米比較
	労働市場構造と企業内部労働市場の雇用慣行が女性の就業と 出産に与える影響の日米比較


	<表の行>
	永瀬　伸子 / NAGASE, Nobuko 
	永瀬　伸子 / NAGASE, Nobuko
	生活科学部人間生活学科
	■専 門 分 野　 労働経済学、社会保障論
	■キーワード　 女性の労働供給、仕事と家庭の両立、社会的保護


	<表の行>
	http://www.soc.ocha.ac.jp/soc/teacher/nagase_nobuko.html



	.
	■概要（背景・目的・内容）
	<グラフィック>日本的雇用と女性の就業と出産、そして政策の効果をミク ロデータを用いて実証的に研究しています。女性のキャリ ア形成と家族形成が阻害...
	■応用・将来展望
	<グラフィック>文部科学省の近未来事業で行った女性のキャリア形成と家 族形成の研究をさらにすすめたいと考えております。その ためには、実証研究をす...
	■活動実績
	.
	・永瀬伸子（2014）「育児短時間の義務化が第1子出産と就業継続、出産意欲に与える影響：法改正を自然実験とした実証分析」 ,『人口学研...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	近代日本における学校制服文化の形成
	近代日本における学校制服文化の形成


	<表の行>
	難波　知子 / NAMBA, Tomoko 
	難波　知子 / NAMBA, Tomoko
	生活科学部人間生活学科
	■専 門 分 野　 服飾史　服飾文化
	■キーワード　 学校制服　学生服　洋装化　既製服　工業化


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	近代日本における和服から洋服への変容プロセスについて、学校制服・体操服の成立と普及、既製服（学生服）産業の発達、家 庭の被服費の観点から検証し、洋装化を実現させた諸要因とその関係性を考察する。 
	■応用・将来展望
	和服・洋服という服装様式の変遷だけでなく、衣生活と結びついた技術や経済の側面からも洋装化プロセスの検証を行ない、近 代日本におけ...
	■活動実績
	・（口頭発表）、難波　知子、　「大正期の家庭における被服費―家計に占める割合と実際的運用法」、　日本家政学会第68回大会 （愛知・...
	.
	・(中国語)、 難波　知子著・王　柏静訳、 『裾裙之美』、 新星出版社、 2015.09 ・(日本語)、 難波　知子、 「「防災・災害」を切り口と...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	西洋服飾の史的事象におけるジェンダー研究
	西洋服飾の史的事象におけるジェンダー研究


	<表の行>
	新實　五穂 / NIIMI, Iho 
	新實　五穂 / NIIMI, Iho
	生活科学部人間生活学科
	■専 門 分 野　 西洋服飾論、ジェンダー
	■キーワード　 服装における性差、異性装、法令と服飾


	<表の行>
	niimi.iho@ocha.ac.jp 
	niimi.iho@ocha.ac.jp
	http://www.aesthe.ocha.ac.jp/profs/niimii.html




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	持続可能な社会を目指す上で、文化多様性および多文化共生は重要なテーマの一つであり、性の多様性の文化表象である異性装 に関する研究...
	■応用・将来展望
	ヨーロッパの史的事象を事例として、服装における性差について考察を続け、服飾をめぐるジェンダーの接近・同化・越境のシ ステムを明ら...
	■活動実績
	東海ジェンダー研究所「第11回個人研究助成」採択　新實五穂　研究課題「19世紀フランスにおける異性装研究―ジョルジュ・ サンドと女性...
	.
	新實五穂『社会表象としての服飾―近代フランスにおける異性装の研究―』　東信堂 2010年10月 日本ジョルジュ・サンド学会『200年目のジ...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	臨床遺伝学研究
	臨床遺伝学研究


	<表の行>
	沼部　博直 / NUMABE, Hironao 
	沼部　博直 / NUMABE, Hironao
	大学院人間文化創成科学研究科
	■専 門 分 野　 ディスモルフォロジー
	■キーワード　 臨床遺伝学，先天奇形学，遺伝カウンセリング学


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	臨床遺伝専門医や認定遺伝カウンセラーに限らず，広くゲノム医療関係者が利用可能な，遺伝医学教育リソースを開発し，ウェ ブ上で公表す...
	■応用・将来展望
	ゲノム医療の発展のための遺伝カウンセリング学の普及ならびに遺伝教育用のリソースの開発を引き続き続けてゆく． また，エクソーム解析...
	■活動実績
	日本人類出で学会，評議員，2004.10- 日本先天異常学会，評議員，2006.07- 日本遺伝カウンセリング学会，評議員，2004.06- 日本小児遺伝...
	.
	沼部 博直,ジェネティック・ラウンズ,監修，メディカル・サイエンス・インターナショナル，東京，2016年3月24日 沼部 博直，遺伝医学資料...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	アレルギー・リウマチ性疾患
	アレルギー・リウマチ性疾患


	<表の行>
	本田　善一郎 / HONDA, Zenichiro 
	本田　善一郎 / HONDA, Zenichiro
	保健管理センター
	■専 門 分 野　 膠原病・アレルギー内科学
	■キーワード　 慢性炎症、受容体、シグナル伝達、脂質伝達物質、脂質代謝


	<表の行>
	zehonda-tky@umin.ac.jp 
	zehonda-tky@umin.ac.jp




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	■応用・将来展望
	免疫グロブリンFc受容体ファミリーの分子間相互作用を解析している。自己免疫疾患に関連するFcγRII受容体多型が脂質二 重膜貫通部に見出...
	■活動実績
	.
	・Fbxl10 overexpression in murine hematopoietic stem cells induces leukemia involving metabolic activation and upregulation of 
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	脂質メディエーターの生理活性解明
	脂質メディエーターの生理活性解明


	<表の行>
	後藤　真里 / GOTOH, Mari 
	後藤　真里 / GOTOH, Mari
	ヒューマンライフイノベーション研究所
	■専 門 分 野　 細胞生物学、　脂質生化学
	■キーワード　 脂質メディエーター


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	環状ホスファチジン酸(Cyclic phosphatidic acid: cPA)は独特な環状リン酸構造を持つ脂質メディエーターとして、ミクソアメー バPhysarum...
	■応用・将来展望
	現在、私たちは生理活性脂質・環状ホスファチジン酸の持つ様々な生理活性の中でも特に皮膚線維芽細胞や変形性膝関節症患 者由来滑膜細...
	■活動実績
	・後藤真里 環状ホスファチジン酸の真皮線維芽細胞への影響/ The effect of cyclic phosphatidic acid on human fibroblasts 第5回　化粧品開発展 アカデミックフォーラム 2014/10/20-22
	.
	・Mari GOTOH, Katsura SANO-MAEDA, Hiromu MUROFUSHI, Kimiko MURAKAMI-MUROFUSHI, These authors equally contributed to this stud..
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	「ひきこもり」を抱える家族への支援
	「ひきこもり」を抱える家族への支援


	<表の行>
	岩藤　裕美 / IWAFUJI, Hiromi 
	岩藤　裕美 / IWAFUJI, Hiromi
	人間発達教育科学研究所
	■専 門 分 野　 発達臨床心理学
	■キーワード　 ひきこもり、家族、支援、アウトリーチ


	<表の行>
	iwafuji.hiromi@ocha.ac.jp 
	iwafuji.hiromi@ocha.ac.jp




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	ひきこもりの状態にある本人及びその家族等へ相談支援を、メールや電話、訪問の実践を通して行っています。そうした相談事 例を集積し、...
	■応用・将来展望
	ひきこもりという現象をめぐる本人や家族の体験について、明らかにしたいと思っています。支援を客観的に捉え、本人がひき こもりから立...
	■活動実績
	ひきこもりの本人及び家族への相談活動（メール相談、電話相談、訪問相談）
	.
	岩藤裕美　2015　訪問支援．青木紀久代(編)　ひきこもりサポートネット事業報告書2014．東京都．pp.47−53． 岩藤裕美　2015　突然の喪失...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	自伝的記憶の生涯発達
	自伝的記憶の生涯発達


	<表の行>
	上原　泉 / UEHARA, Izumi 
	上原　泉 / UEHARA, Izumi
	人間発達教育科学研究所
	■専 門 分 野　 実験心理学, 教育心理学
	■キーワード　 認知発達、自伝的記憶


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	これまで実施してきた自伝的記憶に関する縦断的事例調査の成果の一部を論文にまとめ公表したが(Uehara, 2015)、引き続き実 施するととも...
	■応用・将来展望
	縦断的調査のデータを少しずつでもさらに公表をすすめていきたい。少数の事例ながら縦断的調査は成人期まで続いているの で、共同で行う...
	■活動実績
	・日本理論心理学会、 理事、 2014.01- ・公益社団法人「日本心理学会」代議員（地域別代議員）、 委員、 2015.06- ・公益社団法人「日本...
	.
	・(英語)、 Izumi Uehara、 「Developmental changes in memory-related linguistic skills and their relationship to episodic recall ...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	言語と認知発達
	言語と認知発達


	<表の行>
	上原　泉 / UEHARA, Izumi 
	上原　泉 / UEHARA, Izumi
	人間発達教育科学研究所
	■専 門 分 野　 実験心理学, 教育心理学
	■キーワード　 認知発達、言語発達


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	乳幼児期の言語発達や視覚的認知（物体や文字の認知）の研究を実施する。具体的には言語音の認識に関する発達、図形や文字 の視覚的認識...
	■応用・将来展望
	乳幼児の言語発達と視覚的認知（物体や文字等）に関して新しい知見を提供できるよう、共同、単独での調査研究によりデータ 収集と分析を...
	■活動実績
	・日本理論心理学会、 理事、 2014.01- ・公益社団法人「日本心理学会」代議員（地域別代議員）、 委員、 2015.06- ・公益社団法人「日本...
	.
	・(英語)、 Izumi Uehara、 「Developmental changes in memory-related linguistic skills and their relationship to episodic recall ...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	ひきこもり、子育て支援
	ひきこもり、子育て支援


	<表の行>
	谷田　征子 / YATSUDA, Masako 
	谷田　征子 / YATSUDA, Masako
	人間発達教育科学研究所
	■専 門 分 野　 発達臨床心理学
	■キーワード　 ひきこもり支援、子育て支援、夫婦関係


	<表の行>
	yatsuda.masako@ocha.ac.jp 
	yatsuda.masako@ocha.ac.jp




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	メール・電話相談によるひきこもり支援の事例から、ひきこもった背景や要因について分析を行っています。また、ひきこもり の本人の語りからアイデンティティがどのように構築されるのかについて検討しています。
	■応用・将来展望
	蓄積されたひきこもり支援の事例から、回復プロセスを明らかにしたいと考えています。また、他のひきこもり援助機関との連 携も視野に入れて、支援者同士がネットワークを形成し、よりよい支援につなげていきたいと思います。
	■活動実績
	・日本心理臨床学会 心理臨床の広場　編集委員 2014.04.01-
	.
	・谷田征子・青木紀久代・岩藤裕美・古志めぐみ、2016 「ひきこもりはどのように捉えられるのか：海外で発表された文献レ ビュー」, お茶...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	機能性材料
	機能性材料


	<表の行>
	雨宮　敏子 / AMEMIYA, Toshiko 
	雨宮　敏子 / AMEMIYA, Toshiko
	理系女性教育開発共同機構
	■専 門 分 野　 衣工学，生活機能材料
	■キーワード　 機能性材料，消臭，繊維，媒染染色


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	遷移金属の酸化触媒作用を主として利用した媒染染色布の消臭反応機構について追究している．機能性付与の担体を繊維とする ことで，衣服...
	■応用・将来展望
	実験的手法により機能性材料の反応メカニズムを追究することで，使用目的に適した材料開発への設計指針を得ることが期待で きる．特に，...
	■活動実績
	・科学研究費、 雨宮　敏子、 「においストレスのない衣住環境創造のための消臭布の開発」、 2016
	.
	・(日本語)、 雨宮敏子・仲西正、 「アンモニアとエタンチオールからなる複合臭成分の媒染染色布による除去」、 Journal of Fiber Scienc...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	知能環境論、構想論 
	知能環境論、構想論 


	<表の行>
	半田　智久 / HANDA, Motohisa 
	半田　智久 / HANDA, Motohisa
	教育開発センター
	■専 門 分 野　 人文学
	■キーワード　 構想、知能環境、知識、表象


	<表の行>
	handa.motohisa@ocha.ac.jp 
	handa.motohisa@ocha.ac.jp
	http://hp1.cyberstation.ne.jp/handa/hm/




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	学問の先端領域では知性が眩しく輝いています。その輝きが増すほどに、他方ではわたしたち自身や社会、そして未来に健やか さを実感でき...
	■応用・将来展望
	人間の心的はたらきを追うなかで構想力に関心をもち、その正体への接近を試みてきた。その結果、この概念がとくに英米文化 との比較にお...
	■活動実績
	【招待講演】 2012年8月8日　「成績評価・管理（GPA）」東京大学 教育改革に関する勉強会講演（東京大学） 2012年9月27日　「高機能GPAに...
	.
	・(日本語)、 半田智久、 「PBTS(Project Based Team Study)とはなにか」、 高等教育と学生支援、 5巻、、95-125頁、 2014 ・(日本語)、 ...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	尊敬の心理学
	尊敬の心理学


	<表の行>
	武藤　世良 / MUTO, Sera 
	武藤　世良 / MUTO, Sera
	教育開発センター
	■専 門 分 野　 教育心理学・発達心理学・感情心理学
	■キーワード　 尊敬、子ども、感情、教育、発達


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	敬愛や心酔、畏怖、感心、驚嘆といった尊敬に関わる感情（尊敬関連感情）の生起要因や社会的機能に関して、感情心理学・発 達心理学・教...
	■応用・将来展望
	尊敬や尊敬関連感情の生起要因や社会的機能に関して、これまでは大学生を主たる対象とした実証的研究を展開してきたが、今 後は、乳幼児...
	■活動実績
	2011îN4åéÅ@ì˙ñ{ã³àÁêSóùäwâÔâÔàıÅiÅ`åªç›Åj 2013îN4åéÅ@ì˙ñ{ä¥èÓêSóùäwâÔâÔàıÅiÅ`åªç›Åj 2013îN4åéÅ@ì˙ñ{êSóùäwâÔâÔàıÅiÅ`åªç›Åj 2013îN...
	.
	武藤世良 (2013). 尊敬の教育的機能を探る―「自己ピグマリオン過程」の実証に向けて―　東京大学大学院教育学研究科紀要, 52, 393-401. ...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	複雑性を伴う身体運動の観察学習と認知神経活動との関係, クラシックバレエダンサーの姿勢制御能力を筋活動から検討 する, 幼児・児童の体力を検討する
	複雑性を伴う身体運動の観察学習と認知神経活動との関係, クラシックバレエダンサーの姿勢制御能力を筋活動から検討 する, 幼児・児童の体力を検討する


	<表の行>
	信岡（吉田）　真咲 / NOBUOKA-YOSHIDA, Misaki 
	信岡（吉田）　真咲 / NOBUOKA-YOSHIDA, Misaki
	教育開発センター
	■専 門 分 野　 スポーツバイオメカニクス、運動生理学、健康科学、身体運動科学
	■キーワード　 姿勢制御、舞踊動作、筋活動、健康科学、身体運動


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	クラシックバレエダンサーの姿勢制御能力を足関節まわりの筋の活動より検討することを目的に研究を行っている。 また、学内共同研究とし...
	■応用・将来展望
	様々なダンス動作の特性を主に筋活動などにより検討し、ダンスの運動効果とそのメカニズムを解明したいと考えている。 また、これらの研...
	■活動実績
	・文京区教育委員会、 幼稚園子どもの体力推進事業、 2014.04- ・日本ダンス医科学研究会、 その他、 2014.04-
	.
	・(英語)、 OTSUKI Aki, MURAOKA Yoshiho, FUJITA Emi, KUBO Sayaka, YOSHIDA Misaki, KOMURO Yuko, IKEGAWA Shigeki, OHTA Yuji, KUNO-M..
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	エミール・ゾラ、日仏比較文化
	エミール・ゾラ、日仏比較文化


	<表の行>
	田中　琢三 / TANAKA, Takuzo 
	田中　琢三 / TANAKA, Takuzo
	外国語教育センター
	■専 門 分 野　 フランス文学
	■キーワード　 文学、イデオロギー


	<表の行>
	http://tanakatakuzo.com/



	.
	■概要（背景・目的・内容）
	1. 19ê¢ãIññÇ©ÇÁ20ê¢ãIèâì™ÇÃÉtÉâÉìÉXè¨ê‡Ç…Ç®ÇØÇÈê�é°ìIÉCÉfÉIÉçÉMÅ[ÇÃï\è¤ 2. êÌéûâºÇÃì˙ñ{Ç…Ç®ÇØÇÈÉtÉâÉìÉXï¶äwÅAì¡Ç… É|Å[ÉãÅEÉuÅ[ÉãÉWÉFÅi1852Å|1935ÅjÇÃéÛóe 3. î‰ärï¶äwÅEî‰ärï¶âªå§ãÜÇÃê¨â ÇðéÊÇËì¸ÇÍÇ½êVÇµÇ¢ÉäÉxÉâÉãÉAÅ[Écã³àÁÇÃäJî�
	■応用・将来展望
	1.ÉtÉâÉìÉXè¨ê‡Ç…Ç®ÇØÇÈÉCÉfÉIÉçÉMÅ[ÇÃï\è¤ÇÃñ‚ëËÇðî�ìWÇ³Ç¹ÅAãﬂë„ÇÃÉtÉâÉìÉXÇ…Ç®ÇØÇÈï¶äwÇÆê�é°ÇÃëäå›ìIâeãøä÷åWÇðåüì¢Ç·ÇÈÅB 2.êlãõÇðÉeÅ[É}Ç…ÇµÇ½ê¢äEäeçëÇÃï¶äwçÏïiÇÃî‰ärå§ãÜÇðÅAäeçëÇÃï¶äwÇÃêÍñÂâÆÇÆã§ìØÇµÇƒçsÇ§ÅB
	■活動実績
	・日本フランス語フランス文学会、広報委員会・委員長、 2013.05-2014.05 ・日本フランス語フランス文学会、広報委員会・副委員長、 2012.05-2013.05
	.
	・田中　琢三、 「中原淳一と1950年代初頭のパリ」、 比較日本学教育研究センター研究年報、 、10号、26-33頁、 2014.03、 http:// hdl.h...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	リーダーシップ育成、教育訓練、エンゲージメント
	リーダーシップ育成、教育訓練、エンゲージメント


	<表の行>
	渡辺　紀子 / WATANABE, Noriko 
	渡辺　紀子 / WATANABE, Noriko
	グローバル教育センター
	■専 門 分 野　 産業・組織心理学、リーダーシップ育成、教育訓練、エンゲージメント
	■キーワード　 リーダーシップ、潜在能力開発、グローバル人材育成、キャリア支援、組織改革


	<表の行>
	watanabe.noriko@ocha.ac.jp 
	watanabe.noriko@ocha.ac.jp




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	介護職従事者の行動特性を分析調査し、介護従事者の特性とエンゲージメントの傾向を理解し、組織マネージメントのあり方を 検証する。基...
	■応用・将来展望
	変化する国際情勢、ビジネス市場、少子高齢化による外国人労働力の投入など、めまぐるしく変化するグローバル社会に対応す る若手人材の...
	■活動実績
	・外部資金等受入（教育・社会貢献の外部資金を含む） 介護職の行動特性からみるリーダーシップの研究-配慮型リーダーシップとエンゲージ...
	.
	・論文 留学促進と学生指導：パイロットスタディにみる留学選択の傾向-高等教育と学生支援-お茶の水女子大学-紀要5巻、2015年 6月、渡辺...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	数値流体力学、情報教育
	数値流体力学、情報教育


	<表の行>
	桑名　杏奈 / KUWANA, Anna 
	桑名　杏奈 / KUWANA, Anna
	情報基盤センター
	■専 門 分 野　 流体工学
	■キーワード　 数値流体力学、岩石風食、小型風車、細長い流路内の流れ、情報教育


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	●数値流体力学： ○岩石風食：風により岩石が浸食される現象の簡単なモデル化を試みる。具体例としてトルコのカッパドキア地方にある奇...
	■応用・将来展望
	●数値流体力学： ○岩石風食：モデルの精査 ○細長い流路内の流れ：提案した手法の、実際の問題への適用。たとえばトンネルや地下鉄構内...
	■活動実績
	招待講演：桑名杏奈, 「『マイパソコン』のすすめ」, 第26回TOPIC総会, (2016. 4.20)
	.
	佐宗智子、桑名杏奈、河村哲也, 「島の配置が津波伝播に及ぼす影響の数値シミュレーション」, 流体力学会年会2014, (2014. 9) 桑名杏奈、...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	転勤帯同者のキャリア形成に関する研究
	転勤帯同者のキャリア形成に関する研究


	<表の行>
	川端　由美子 / KAWABATA, Yumiko 
	川端　由美子 / KAWABATA, Yumiko
	学生・キャリア支援センター
	■専 門 分 野　 社会科学
	■キーワード　 転勤帯同、キャリア、女性、断絶


	<表の行>
	kawabata.yumiko@ocha.ac.jp 
	kawabata.yumiko@ocha.ac.jp




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	　女性活躍推進法が制定されましたが、我が国においては、女性の就労促進は重要課題です。これまでの女性の就業継続支援 は、出産・育児...
	■応用・将来展望
	　転勤は会社主導の制度ですが、転勤を起因として発生する問題（子供の教育、住宅、共稼ぎ、単身赴任による家族分離等）は、 個人や家族...
	■活動実績
	・学術研究助成基金助成金、 科学研究費助成事業、 川端　由美子、 「キャリア断絶に潜む要因の特性探索及び人事制度の実態検 証」、 2015
	.
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	インターンシップに関する研究
	インターンシップに関する研究


	<表の行>
	川端　由美子 / KAWABATA, Yumiko 
	川端　由美子 / KAWABATA, Yumiko
	学生・キャリア支援センター
	■専 門 分 野　 教育学
	■キーワード　 インターンシップ、キャリア教育、職業教育


	<表の行>
	kawabata.yumiko@ocha.ac.jp 
	kawabata.yumiko@ocha.ac.jp




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	　インターンシップは、勤労観・職業観の育成や学修意欲の喚起を促す重要な意義を有するとし、大学においては積極的な実施 が求められて...
	■応用・将来展望
	　大学から社会への移行にあたり、インターンシップは将来を考えるための有益な機会の1つです。我が国における若者の人材 育成の観点から...
	■活動実績
	・2013年度高良記念研究助成、 日本インターンシップ学会、 川端　由美子、 「大学生のインターンシップに対する認識」、 2013
	.
	・(日本語)、 川端　由美子、 「大学初年次生に対するインターンシップの意識調査」、 インターンシップ研究年報、 、18号、25-30 頁、 2...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	高エネルギー陽子・陽子衝突実験による素粒子物理の研究
	高エネルギー陽子・陽子衝突実験による素粒子物理の研究


	<表の行>
	河野　能知 / KONO, Takanori 
	河野　能知 / KONO, Takanori
	お茶大アカデミック・プロダクション
	■専 門 分 野　 素粒子物理実験
	Å°ÉLÅ[ÉèÅ[ÉhÅ@ LHCé¿å±ÅAîÚê’åüèoäÌÅAÉgÉäÉKÅ[ÅAÉfÅ[É^é˚èW


	<表の行>
	kono.takanori@ocha.ac.jp 
	kono.takanori@ocha.ac.jp
	http://sofia.phys.ocha.ac.jp/tkohnolab/index.php




	.
	■概要（背景・目的・内容）
	高エネルギーの素粒子実験で使用する高精度の飛跡検出器の開発を行っている。特に、大量のデータを高速に取得するための データ収集系の...
	■応用・将来展望
	現在行っている素粒子物理の研究及び検出器開発は、LHC/ATLAS実験という大型実験に特化したものである。LHC実験は世界 最高のエネルギー...
	■活動実績
	SSHéwíËèóéqçÇçZå§ãÜåðó¨âÔÇ…Ç®ÇØÇÈé¿èKÅuåıÇÃó±éqê´ÇÃåüèØÅv ìåãûìsï¶ãûãÊÇ±Ç«Ç‡â»äwÉJÉåÉbÉWçuââÅuëfó±éqÇÆÇÕâ½Ç©Åv
	.
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	消化管の栄養素感知機構と脳機能の相互作用に関する研究
	消化管の栄養素感知機構と脳機能の相互作用に関する研究


	<表の行>
	中島　進吾 / NAKAJIMA, Shingo 
	中島　進吾 / NAKAJIMA, Shingo
	お茶大アカデミック・プロダクション
	■専 門 分 野　 食品栄養学
	■キーワード　 消化管ホルモン/メタボリックシンドローム/精神疾患/神経疾患


	<表の行>


	.
	■概要（背景・目的・内容）
	うつ病やアルツハイマー病に代表される中枢神経系の疾患は社会的な問題となってきていますが、抜本的な解決方法は見つかっ ていません。...
	■応用・将来展望
	うつ病などの原因が明らかにされていない精神疾患の機序解明に貢献するとともに、食事による予防法やサプリメントの開発な どによって少...
	■活動実績
	研究助成金 1. 2016 - 2018 科研費若手研究（B）（研究代表） 中枢神経系における脂肪滴蓄積の影響 2. 2011 - 2012 学術振興会特別研究員...
	.
	1. Nakajima S et al.,ÅuZinc directly stimulates cholecystokinin secretion from enteroendocrine cells and reduces gastric emptyin...
	<表>
	<表本文>
	<表の行>
	非可換空間の作用素環論的研究
	非可換空間の作用素環論的研究


	<表の行>
	山下　真 / YAMASHITA, Makoto 
	山下　真 / YAMASHITA, Makoto
	お茶大アカデミック・プロダクション
	■専 門 分 野　 量子群・作用素環論・非可換幾何
	■キーワード　 量子群・作用素環論・非可換幾何


	<表の行>
	http://www.math.ocha.ac.jp/yamashita/



	.
	■概要（背景・目的・内容）
	作用素環論の枠組みにおける，量子群などを対象とした変形量子化の問題について研究している。とくに、種々のK理論的，あ るいは非可換幾...
	■応用・将来展望
	量子群を表す作用素環の構造の解明と，より一般の作用素環の構造に関する理解を深めることを目標としたい。とくに，作用素 環としての従...
	■活動実績
	科研費若手B
	.
	with S. Neshveyev; Categorical duality for Yetter-Drinfeld algebras, Documenta Mathematica (arXiv:1310.4407) with S. Neshveyev; ...



